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このたび宮崎県教育委員会では、鬼付女川基地周辺障害防止対策事業

に伴い、記録保存のため児湯郡新富町三納代地区遺跡群の発掘調査を行

いました。ここにその報告書を刊行いたしますが、発掘された遺構・遺

物は、すべてが歴史の語り部であり、それらを後世に伝え活かすことが

我々の担うべき役割であります。

本書が学術資料としてだけではなく、社会教育や学校教育の場で活用

され、埋蔵文化財の保護に対する認識と理解の一助となることを期待し

ます。

なお、調査にあたって御協力いただいた関係諸機関をはじめ、御指導・

御助言をいただいた先生方、並びに地元の方々に心からの謝意を表しま

す。

平成6年3月

宮崎県教育委員会

教育長　高　山　義　孝



例　　言

1．本書は、鬼付女川基地周辺障害防止対策事業に伴い、宮崎県教育委員会が実施した児湯郡新

富町三納代地区遺跡群（城ノ下遺跡・柳原遺跡・志戸平遺跡2次）の発掘調査報告書である。

2．発掘調査は、城ノ下遺跡を平成3年1月16日から同3月22日まで、柳原遺跡を平成3年4月

16日から同7月31日まで、志戸平遺跡（2次）を平成4年2月14日から同3年31日まで行った。

3．本書に使用した位置図は、国土地理院発行の5万分の1図をもとに作成し、遺跡周辺地形図

については、宮崎県土地開発公社作成の2千5百分の1図をもとに製図、作成した。

4．現地での図面作成は各調査員が行い、一部を測量会社に委託した。

5．遺物・図面の整理は、宮崎県総合博物館埋蔵文化財センターで行い、遺物の実測・拓本・製

図等は、石川悦雄、東憲章、菅付和樹のほか整理補助員の協力を得た。．

6．本書に使用した写真は石川・東・菅付が撮影した。

7．本書に使用したレベルは海抜絶対高である。記号は、SEが溝状遺構を示している。土器の

色調については、「新版標準土色帖」に拠った。

8．柳原遺跡の自然科学分析については、（株）古環境研究所に委託した。

9．本書の執筆は面高哲郎、石川、東、菅付が行い、編集は東が行った。文責については目次に

明記した。

10．遣物・図面等は、宮崎県総合博物館埋蔵文化財センターに保管している。
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第I章　はじめに　l

・調査に至る経緯

鬼付女川は、新富町役場北の三納代地区を東流する小規模河川である。昭和58年夏の大雨の際、

平田地区住宅街が大洪水に見舞われたので、高鍋土木事務所では、激甚災害対策特別緊急事業と

して昭和58年から62年までの間に国道10号より東側について河川改修を実施している。それに伴

い、県教育委員会では、昭和59年には河岸段丘上に立地する弥生時代及び中世の集落跡鬼付女西

遺跡、60・61年には砂丘上に立地する弥生時代の集落跡園田遺跡を発掘調査している。

その後、国道10号より西側上流側についても、基地周辺障害防止対策事業により鬼付女川の河

川改修工事を行うこととなった。昭和63年12月14日付けで高鍋土木事務所長から文化課へ国道10

号より西へ1．2km間について埋蔵文化財の所在の状況の調査依頼があったので分布調査を行った

が、当地は水田で遺物散布状況は確認しにくい状況であった。しかしながら、地名に「城ケ屋敷」

「城ノ下」があり、周辺の遺跡の分布状況や地形上からも微高地上には集落跡等の遺跡が所在す

田

1000m O IOOO　　　　　　　　　　　2000　　　　　　　　　3000

1城ノ下遺跡
5　園田遺跡
8　上園遺跡

2　柳原遺跡　　3　志戸平遺跡　　4　今別府遺跡
6　鬼付女西遺跡　　7　鐙遺跡・鐙古墳群
9　冨田村8号墳　10　風早第工遺跡　11風早第Ⅱ遺跡

第1図　遺跡位置図　（1／50，000）
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る可能性が高く、さらに、低地には弥生時代から中世頃の水田跡が存在する可能性が高いと判断

されたので、試掘調査を実施することとした。

試掘調査は2次に分けて実施し、1次は平成元年度の工事着手予定地が含まれる国道10号より

西約0・55km問を近藤協主任主事の担当で平成元年2月実施した。調査地には水田跡が存在する

可能性が高い箇所も含まれたので、宮崎大学農学部藤原宏志助教授には土層観察とプラントオパー

ル分析を依頼し、また、県総合農業試験場有村玄洋科長には土壌学の立場から調査を依頼した。

調査の結果、地名が「城ケ屋敷」で集落跡等の遺跡が所在する可能性のあった箇所については、

耕作土は宮崎層群が風化堆積したもので、遺物は近世及び現在の陶磁器が出土したのみであり、

遺構もま・つたく検出されなかった。そのため、遺跡の可能性はうすいと判断した。水田跡の可能

性のあった2か所の内、国道よりの箇所では、地表下1．5mの第7層で土師器（皿）の小片が出

土している。第8層では鉄分集積層があり、第9・10層は強グライ土層でヨシ・木片・木葉等の

植物遺体が検出され、第7・8層に古水田層を形成する可能性が指摘された。調査対象地の最西

端では、表土下60cmの第7層（砂層）において、土師器片3点が出土した。第9層において旧

水田面が形成されている可能性が指摘された。調査結果から国道よりを柳原遺跡、最西端を城ノ

下遺跡とすることとした。

2次の試掘調査は、依頼のあった1．2kmのうち1次調査残り部分について平成2年度の城ノ下

遺跡の調査と並行して3月面高の担当で実施した。調査は、遺跡の可能性のあった微高地1か所

で実施した。遺物は、約60cm下ほどから土師器（皿等）小片が出土しているので、遺跡名を志

戸平遺跡とすることとした。

本調査については、城ノ下遺跡を平成3年1月から3月、柳原遺跡を平成3年4月から7月、

志戸平遺跡を平成4年2月から3月にかけて実施したが、調査組織は次のとおりである。

・調査組織

調査主体　宮崎県教育委員会

教育長　児玉郁夫（平成2年度）　高山義孝（平成3年度）

教育次長　増井　宏（平成2年度）　高山義孝（平成2年度）

安田天祥（平成3年度）　宮路幸雄（平成3年度）

文化課長　梨岡　孝（平成2年度）　長友　巌（平成3年度）

課長補佐　片野坂次彦（平成2年度）　串間安囲（平成3年度）

埋蔵文化財係長　岩永哲夫

主幹兼庶務係長　小倉茂光（平成2年度）

庶務係長　税田輝彦（平成3年度）

調査担当　石川悦雄（平成2年度・城ノ下遺跡）
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第2図　三納代地区遺跡周辺地形図　（1／5，000）
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東一憲章（平成3年度・柳原遺跡）

菅付和樹（平成3年度・志戸平遺跡）

事務担当　庶務係　長友広海（平成2・3年度）　巻庄次郎（平成3年度）

埋蔵文化財係　面高哲郎（平成2年度）北郷泰道（平成3年度）

調査協力　新富町教育委員会　宮崎県高鍋土木事務所

第Ⅱ章　遺跡の位置と環境（第2図）

三納代地区遺跡群は、新富町大字三納代にあり、町の中央部に位置する新田原台地が鬼付女川

によって開析された鬼付女低地に散在している。現海岸線から西へ1～2km離れていて、遺跡

群との間には、砂丘列が4条横たわっている。周囲の洪積台地は畑地、谷底平野は水田として利

用されている。

鬼付女川流域の低地では、顕著な旧石器、縄文時代の遺跡は知られていない。弥生時代に入る

と古砂丘上に今別府遺跡など前期の遺跡が展開する。小規模河川の氾濫などの脅威から比較的安

全な砂丘上では、園田遺跡、鬼付女西遺跡など、中・後期にわたり連綿と集落が営まれた。Ⅴ字

溝で画された鐙遺跡など、中期の遺跡分布は周囲の台地上に拡大し、後期にはさらに台地深部に

まで開発が及ぶようになる。古墳時代に入ると、台地上では上園遺跡など大集落が展開し、そこ

では強制的な集住化が行われた可能性がある。集落からやや離れた台地上では、富田古墳群や鐙

古墳群など、円墳を主体とした小規模な古墳群が造営された。

ひるがえって、城ノ下、柳原、志戸平遺跡など三納代地区遺跡群の展開している鬼付女低地で

は、この時代の集落は、存在しない。鬼付女川が台地間幅いっぱいに暴れたことが想像され、安

定した集落経営が不可能な状態であったと考えられる。経済的な基盤も台地上の畑作が主であっ

たと考えられるが、志戸平遺跡で検出された弥生時代中期から後期にかけての溝状遺構などの存

在から砂丘周辺あるいは台地裾部の小規模な水田経営がおこなわれていた可能性は否定できない。

弥生時代終末期から古墳時代前半にかけて、鬼付女低地の三納代地区遺跡群周辺では、水田経

営の本格的な展開が見られるようになる。畦畔等の直接的な水田遺構は削平されていたものの、

志戸平遺跡の大溝、風早第I遺跡の木製農具、特に槽、ナスビ型鍬・又鍬、風早第Ⅱ遺跡の杭列

や堰の検出は、当時の水田経営の一端を垣間見せてくれた。堰は台地から流下するミニ扇状地に

築かれており、ここに貯水された水を水田に導いていたと推定され、用水には鬼付女川を利用し

てはいなかったと考えられる。本格的な古墳期前後の水田経営も、堰が土石流で放棄されたこと

が示すように、安定を欠いていたと見られ、鬼付女川の頻繁な氾濫等も考えれば、この地域にお
l

ける水田経営の困難さは想像以上のものだったろうと思われる。
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第Ⅱ草　城ノ下遺跡の調査

第1節　調査の概要（第2図、3図）

城ノ下遺跡は、鬼付女川が大きく弁指の丘陵に湾曲した地点にあり、三方を鬼付女川に囲まれ

ている。遺跡は水田に立地し、周囲も水田となっている○河川改修工事対象地区のうち、遺物が

集中するとみられた圃場3枚分約2，000I運を調査した○工事着手前にもう一作稲が栽培される予

定で、基盤層の掘削が制限されたため、調査は遺物集中区に重点が置かれた。遺跡範囲確認トレ

ンチ5～8を設定したが、ここでは遺構、遺物とも検出できなかった。発掘区は、圃場の地形に

合せて設定し、北を上にして左上角から下にA～M、右に0～8の線を引き、左上角の交点の座

標をその右下の発掘区名とした。発掘区内ではトレンチ1～4を設置し土層の観察を行った。そ

の内トレンチ4は、長雨等で崩壊し調査に危険が伴ったため、図面等を作成することなく放棄し

た。

調査区内では明確な遺構は検出されなかった○遺物は調査区全体に分布することは無く、ベル

ト状に2っの集中区が認められた。遺物の包含層はトレンチ1、2における第4層（比較的腐食

の度合いが強く、黒褐色を呈している○）に多く認められた。これらの遺物は、小破片が多く、

器形全体が遺存しているものは皆無であった。

第2節　層序（第4図）

遺跡の層序は基本的にシルト岩風化土の二次堆積層から形成されており、その酸化や腐食の度

合いによって分層される。トレンチ2～3に見るように（図化しえなかったトレンチ4の知見を

加えて）、D－2区から西および南では層位が安定しているのに対し、D－3区とH－4区を結

ぶ附近から鬼付女川に向かっては急激に下方に落ち込む層序となり、G－6区からさらに川岸に

かけては、酸化層と非酸化層の互層が見られ、緩やかに下がりながら現河川に向かう状況が認め

られた。

第3節　遣物の分布状況（第3図、5図、6図、表1）

遺物の分布は前述のとおり、ベルト状に2っの集中区が見られ、腐食の比較的強い黒褐色土に

包含されていた。遺物分布には、縄文時代の石器から近世の陶磁器まで、各時期の遺物の偏在が

見られず、水平、垂直方向とも混在していて、接合する同一個体片は近接しているという特徴が

ある。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
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第7図　出土遺物実測図（1）石器類（1／3）

第4節　遺物（第7図、8図、9図、10図、表1）

出土遺物は、縄文時代の打製石嫉、叩石、縄文時代のものと思われる剥片類、弥生時代中期お

よび後期の土器、古墳時代初頭～後期の土師器、須恵器、近世の陶磁器、銅銭、土錘がある。縄

文土器および古代、中世の遣物は1点も検出できなかった。遣物の個々の説明は遺物一覧表

（表1）および実測図（第7図、8図、9図、10図）にゆずるが、全体的に風化が著しく、器面

調整のはっきり判明する土器は数少ない。

弥生土器のうち中期の土器は少ないが、初頭から中葉にかけての比較的短期間のものに限られ

ている。後期の土器は後葉から終末期のものであるが、小破片であるので、終末期としたものの

うち一部は古墳時代に下がるものも含まれている可能性がある。

古墳時代初頭の土器は高塀類が比較的多く、中でも52、53は周溝墓等の供献に使われた高塀の

可能性が高い。54から61の土器は古墳時代でも中期以降に下がると思われるが小破片でもあり判

然としない。58から61の叩き調整の聾や壷は児湯郡では、大淀川流域以南とは異なり器種構成の

一部をなすが、弥生時代終末から古墳時代後期までの幅を持っ。丸底化の度合いが強いので古墳

時代中期頃に比定しておく。62、63は須恵器の蓋と杯身で、それぞれTK47，MT15あたりに位置

付けられよう。

近世の陶磁器片は染め付けなど肥前系のものが多い。措鉢は備前焼と思われる。銅銭は種類が

はっきりしないが、あるいは天保通宝か。
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第5節　まとめ

城ノ下遺跡では、安定した基盤層と急激に落込む層、そして、緩やかに現川岸に向かう酸化層

の互層と腐食の強い黒褐色土の3つの層序が認められた。遺物は安定した基盤層と急激に落込む

層には希薄で、緩やかに川に向かって下っていく黒褐色の層序に多く存在した。明確な遺構は無

く、ここに安定した集落等が存在した可能性は低いと考えられる。層序の示しているのは旧河川

が急激に移動した時期と安定した緩やかな川が交互に存在したかっての鬼付女川の状態であろう。

各時期の遺物が混在して分布し包含される状態は、これらの遺物が元々ここに存在したのではな

く、上流域から流されて川岸に堆積したと考えればっじつまが合う。その場合、ローリングの度

合いが小さいこと、近接して接合する土器片があることから、そう遠くない遺跡から流出したも

のと考えられる。
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鬼付女城下遺跡出土遺物一覧表（1）

分布図番号 出土区 実測図番号 種　 別 器　 種 部　 位 逼 存 度 時　 期 備　　　　　　 考

6 B －1 12 弥 生 土 器 貼 付 口縁 聾 口縁 部 破 片 中期 前 半

10 B －1 13 弥 生 土 器 貼 付 口縁 鉢 口縁 部 ～ 胴部 破 片 中 期 初 頭 口縁下突帯1条　 刻み不明　分布図番号12、13、15と接合

12 B －1 13 弥 生 土 器 貼 付 口縁 鉢 口縁 部 ～ 胴部 破 片 中 期 初 頭 口縁下突帯1条　 刻み不明　分布図番号10、13、15と接合

13 B －1 13 弥 生 土 器 貼付 口縁 鉢 口縁 部 ～ 胴部 破 片 中 期 初 頭 口縁下突帯1条　刻み不明　分布図番号10、12、15と接合

14 B －1 1 0 弥 生 土 器 －＝土ご宝E 底 部 底 1／ 1 中 期

15 B －1 1 3 弥 生 土 器 貼付 口縁 鉢 口縁 部 ～ 胴部 破 片 中 期 初 頭 口縁下突帯1条　 刻み不明　分布図番号10、12、13と接合

22 C －1 14 弥 生 土 器 貼付 口縁 聾 口縁 部 破 片 中 期 初 頭 口・縁 下 突 帯 1 条　 刻 み不 明

22 C －1 3 7 弥 生 土 器 ？ 叩 き聾 ？ 底 部 約 1／ 2 後 期 末 ？

29 B －2 8 弥 生 土 器 ＝土ご宝E 胴 部 破 片 中 期前 半 重 弧 文 ？

30 B －2 3 3 土 師 器 ？ ＝土ご宣E 底 部 約 1／ 5 古墳 初頭 ？

32 C －2 1 8 弥 生 土 器 複 合 口縁 壷 口頚部 約 1／ 6 後 期末 波 状 文 不 明

36 C －2 1 7 弥 生 土 器 複 合 口縁 壷 口頚部 約 1／ 7 後 期末 波 状 文

37 B －2 23 弥 生 土 器 壷 ？ 底 部 約 1／ 2～ 1／ 8 後 期末 ？

3 9 B －2 弥 生 土 器 貼 付 口縁 蛮 口縁部 破 片 中 期

4 0 B －2 弥 生 土 器 肩 部 突 帯 壷 肩 部 破 片 中期

4 1 B －2 29 弥 生 土 器 －＝土ご宝E 底 部 底 1／ 1 後期

4 2 B －2 土 師 器 ？ 蛮 底 部 破 片 古 墳 ？

5 2 C －2 46 土 師 器 高 塀 脚 部 脚 裾約 1／ 3 古 墳 初 頭 透かし穴 4欠？　杯部は実測図44の可能性

5 3 C －2 54 土 師 器 ＝ゴこご宝E 口縁 部 ～ 胴 部 約 1／ 6 古 墳

5 3 C －2 26 弥 生 土 器 ？ ＝量＝・宝E 底 部 約 1／ 2 後 期 ？ 分 布 図 番号 8 3と 同一 個 体 か ？

5 3 C －2 28 弥 生 土 器 ？ －＝土ご宝E 底部 約 1／ 3 後 期 ？

5 8 C －2 49 土 師 器 ？ 高 塀 脚 上 部 ほぼ 1／ 1 古 墳初 頭 ？ 杯 は実 測 図4 8か ？

6 2 C －2 弥 生 土 器 ？ 蛮 口縁 部 破 片 後 期 ？

6 4 C －2 土 師器 鉢 ？ 口縁 部 破 片 古 墳 ？

6 7 C －2 土 師器 広 口壷 口縁 部 破片 古 墳

6 8 C －2 2 2 弥生 土 器 士宝E 胴 部 ～ 底 部 約 1／ 2 後 期 末 分 布 図番 号 6 9と接 合

6 9 C －2 2 2 弥生 土 器 ＝ヒ宣E 胴 部 ～ 底 部 約 1／2 後 期 末 分布 図6 8と接 合

6 9 C －2 16 弥生 土 器 下 城 式 蛮 口縁 部 破 片 中期 刻 目突 帯 1 条

69 C －2 3 9 弥生 土 器 鉢 胴 部 約 1／5 後 期 末 ？

72 C －2 5 1 弥 生 土 器 高 杯 脚 軸 部 約 1／4 後 期 末 透かし3～4穴　 杯部は実測図番号45か ？

75 C －2 2 4 弥 生 土 器 壷 ？ 底 部 約 1／4 後 期 末 ？ ドーナ ツ状底 部　 分布 図番号104と接 合

80 C －2 弥 生 土 器 複 合 口縁 壷 口縁 部 破 片 後 期

8 1 C －2 弥 生 土 器 賓 ？ 底 部 破 片 平 底

8 1 C －2 5 0 弥 生 土 器 器 台 ？ 脚 部 約 1／ 10 後 期 後 半 高 塀 の可 能 性　 分布 図番 号 1 17と接 合

83 C －2 弥 生 土 器 ？ ＝ヒ宝E 底 部 約 1／4 後 期 ・？ 実 測 図 26 と同 一 個体 か ？

85 C －2 1 石 器 叩 石 完 形 敲 打 面 は両 端 部

87 C －3 3 2 土 師器 頚 部突 帯 壷 頚 部 約 1／ 3 － 古 墳 初 頭 突 帯 剥 離

88 C －2 2 7 弥 生 土 器 －＝土ご宝E 底 部 約 1／ 2 後 期

93 C －3 弥 生 土 器 頚部 突 帯 壷 口頚 部 破 片 後 期 突 帯 剥 離

93 C －3 3 8 弥 生 土 器 ？ 叩 き聾 底 部 約 1／ 6 後 期 末 ？ 土 師 器 か ？

96 C －3 6 0 土 師 器 叩 き蛮 鹿 部 約 1／ 2 古 墳

104 C －3 弥 生 土 器 肩 部突 帯 壷 肩 部 破 片 中 期 突 帯 3 条 以上

104 C －3 弥 生 土 器 小 型 壷 口縁 部 破 片 後 期

1 04 C －3 土 師 器 ？ 牽 ？ 口縁 部 破 片 古墳 ？
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鬼付女城下遺跡出土遺物一覧表（2）

分布図番号 出土区 実測図番号 種　 別 器　 種 部　 位 遣存度 時　 期 備　　　　　　 考

104 C －3 57 土師器 嚢 ？ 底部 約1／1 古墳 尖底 ぎみの丸底

104 C －3 34 弥生土器 ？ 聾 口縁部～胴部 約1／4 後期末 ？ 刷 目原体木口による疑似叩 き

104 C －3 35 弥生土器 ？ 聾 口縁部～胴部 約1／7 後期末 ？

104 C －3 19 弥生土器 複合 口縁壷 口頚部 約1／8 後期末 波状文

104 C －3 44 弥生土器 ？ 高塀 口縁部 約1／9 後期末 ？ 実測図42 と同一 か ？　 土師器か ？

104 C －3 24 弥生土器 壷 ？ 底部 約1／4 後期末 ？ ドーナツ状底部　 分布図番号75と接合

116 C －3 52 土師器 高塀 脚裾部 約1／6 古墳初頭 実測図53と同一個体か？　脚軸部は実測図47か？

117 B －2 50 弥生土器 器台 ？ 脚部 約1／10 後期後半 高塀の可能性　 分布図番号81と接 合

118 B －3 9 弥生土器 ＝士ご宝E 胴部 破片 中期前半 2 条沈線

123 B －3 62 須恵器 蓋 （つまみ付）天井部 約2／3 古墳 有蓋高塀の蓋 ？　 T K 47 ？

128 C －3 56 土師器 ？ 壷 ？ 底部 約3／4 古墳 ？

134 D －3 31 弥生土器 ？ 壷 ？ 底部 約1／2 後期 ？

136 D －3 土師器 ？ 壷 ？ 底部 破片 古墳 ？

144 D －3 弥生土器 聾 底部 破片 中期 ？ 上 げ底

146 D －3 55 土師器 壷 ？ 底部 約1／4 古墳 分布図番号153、243 と接合

149 D －3 43 弥生土器 ？ 高杯 杯部 約1／5 後期末 ？ 脚差込み ？

151 D －3 弥生土器 刻 目突帯聾 胴部 破片 中期

153 D －3 55 土師器 壷 ？ 底部 約1／4 古墳 分布図番号146、243 と接合

160 E －2 2 石器 打製石嫉 先端欠 縄文

167 E －2 弥生土器 貼付 口縁嚢 口縁部 破片 中期

169 E －3 45 弥生土器 ？ 高塀 口縁部 破片 後期末 ？ 脚部 は実測図番号51か ？

170 E －3 弥生土器 貼付 口縁聾 口縁部 破片 中期

171 E －3 弥生土器 肩部突帯壷 肩部 破片 中期

175 E －3 47 土師器 高塀 脚軸部 約2／3 古墳初頭 ？脚裾部 は実測図番号52、53か ？

179 D －3 弥生土器 蛮 口縁部 破片 後期 ？

183 D －3 土師器 壷 ？ 底部 破片 古墳

185 D －3 61 土師器 叩き嚢 底部 ？ 破片 古墳

188 D －3 30 弥生土器 ＝量ご雪ぎ 底部 約1／2 後期 分布図番号138か ？

193 E －3 53 土師器 高塀 脚裾部 約1／7 古墳初頭 分布図番号197と接合　 実測図番号52と同一個体か？
脚軸部は実測図番号47か？

194 E －3 59 土師器 ？ 叩 き賓 底部 約1／3 古墳 ？ 弥生後期末の可能性

197 E －3 53 土師器 高塀 脚裾部 約1／7 古墳初頭 分布図番号193と接合　 実測図番号52と同一個体か？
脚軸部は実測図番号47か？

202 D －2 弥生土器 貼付 口緑葉 口縁部 破片 中期

202 D －2 11 弥生土器 貼付 口縁聾 口縁部～胴部 約1／ 10 中期前半 突帯 2 条

203 K －2 弥生土器 胴部突帯聾

？

胴部 破片 中期 ？
突帯 4 条以上

203 K －2 弥生土器 胴部突帯壷

？

胴部 ？ 破片 中期 ？ 突帯 3 条以上

203 K －2 48 土 師器 小型高塀 ？ 口縁部 約1／6 古墳初頭 器 台の可能性　 脚 は実測図番号49か ？

205 K －0 68 磁器 染付碗 底部 約1／3 近世 肥前系　 底部 に 「大 口 □ □ 」銘

207 K －1 82 陶器 碗 口縁部 約1／7 近世

208 L －3 15 弥生土器 下城式聾 口縁部 破片 中期 突帯 2 条 同時刻み

210 J－7 72 陶器 底部 約1／7 近世

212 I －7 陶器 碗 ？ 胴部 破片 近世
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鬼付女城下遺跡出土遺物一覧表（3）

分布図番号 出土区 実測図番号 種　 別 器　 種 部　 位 遣 存 度 備　　　　　　 考

2 12 I－7 66 磁 器 染 付 碗 胴 部 破 片 近 世 肥 前 系 、 蛇 の 目粕 は ぎ

2 18 K －4 64 磁 器 白磁 碗 口縁 部 破 片 近世 ？ 蛇 の 目粕 は ぎ

2 18 K －4 77 陶 器 碗 口縁 部 破 片 近世

22 3 F －4 36 土 師 器 ？ 聾 口縁 部 ～胴 部 約 1／ 8 古墳初 頭 ？

23 3 F －4 21 弥 生 土器 長 頸 壷 口縁 部 ～ 胴 部 頚 部 1／ 2 後期 末 ？ 分 布 図 番 号 290～ 94，2 96 と接 合

23 2 F －4 土 師 器 嚢 口縁 部 破 片 古 墳

24 1 F －6 3 石 材 剥 片

24 1 F －6 70 陶 器 碗 口縁 部 破片 近 世 買 入

24 3 E －4 55 土 師 器 壷 ？ 底 部 約 1／ 4 古 墳 分 布 図 番号 146，1 53 と接合

25 1 E －4 石 材 チ ッ プ

25 3 D －5 73 陶 器 措 鉢 底 部 破片 近 世 ？

25 5 D －5 6 3 須恵 器 杯 身 立上 が り～受部 約 1／ 8 古 墳 M T 15

2 57 E －5 7 4 陶器 措 鉢 口縁 部 破 片 近 世

2 59 E －5 石 材 チ ップ

2 60 E －5 6 7 磁 器 染付 碗 口縁 部 破 片 近 世

2 6 1 D －5 5 石 材 剥片

2 62 D －5 4 1 土 師 器 ？ 小型 聾 ？ 口縁 部 ～ 胴部 約 1／6 古 墳初頭 ？ 脚 付 き鉢 か ？

2 63 D －5 5 8 土 師 器 ？ 叩 き聾 胴 部 破 片 古 墳

2 65 D －5 2 5 弥 生 土 器 －＝士ご宝E 底 部 約 1／5 後 期

2 79 工ト5 8 4 銅 銭 完 形 近 世 ？ 寛 永 通 保 ？

2 86 D －6 6 9 陶 器 稜花 皿 口縁 部 破 片 近 世 ？

2 90 E －6 2 1 弥 生 土 器 長頸 壷 口縁 部 ～ 胴部 頚 部 1／ 2 後 期 末 ？ 分 布 図番 号 23 3，29 1～ 94 ，296 と接 合

2 91 D －6 2 1 弥 生 土 器 長 頸 壷 口縁 部 ～胴 部 頚 部 1／ 2 後 期 末 ？ 分布 図番号23 3，290，292，～94，296と接 合

2 92 D －6 2 1 弥 生 土 器 長 頸 壷 口縁 部 ～胴 部 頸 部 1／ 2 後 期 末 ？ 分布 図番号233，290～9 1，293～94，296と接合

29 2 D －6 20 弥 生 土 器 小 型 壷 頚 部 ～底 部 約 1／ 3 後 期前 半 分 布 図 番 号 29 6，298 と接 合

29 2 D －6 40 土 師 器 ？ 小 型 鉢 ？ 口縁 部 約 1／ 7 古墳 初頭 ？ 脚 付 き鉢 か ？

29 3 21 弥 生 土 器 長 頸 壷 口縁 部 ～ 胴 部 頚 部 1／ 2 後 期末 ？ 分布 図番号233，290～92，294，296 と接合

294 E －6 21 弥 生 土 器 長 頸 壷 口縁 部 ～ 胴 部 頚 部 1／ 2 後期 末 ？ 分 布 図 番号 2 33，2 90～ 93，2 96 と接 合

29 6 E －6 21 弥 生 土 器 長 頸 壷 口縁 部 ～ 胴 部 頚 部 1／ 2 後 期 末 ？ 分 布 図 番号 2 33，2 90～ 94 と接 合

29 6 E －6 20 弥生 土 器 小 型 壷 頸 部 ～ 底 部 約 1／ 3 後 期 後 半 分 布 図 番号 2 92，2 98 と接 合

298 D －6 2 0 弥生 土 器 小 型 壷 頚 部 ～ 底 部 約 1／ 3 後 期 後 半 分 布 図 番号 2 92，2 96 と接 合

300 E －6 6 5 磁 器 染 付 碗 口縁 部 破 片 近 世

30 5 E －7 7 石材

8 3 土錘 約 1／ 3

6 石材 剥 片

4 石材 チ ップ

7 8 陶器 鉢 ？ 口縁 部 破 片 近 世 ？

7 5 陶器 碗 口縁 部 破 片 近 世 ？

8 1 陶器 碗 口縁 部 破 片 近 世 ？

8 0 陶器 碗 口縁 部 破 片 近 世 ？

7 1 陶 器 底 部 約 1／6 近 世 ？

79 陶 器 碗 底 部 約 1／8 近 世 ？ ‾青ム同 口

76 陶 器 碗 口縁 部 破 片 近 世 ？

42 弥 生 土 器 ？ 高 塀 口 縁 部 約 1／ 1 0 後 期 末 ？ 実 測 図 番 号 44 と同一 個 体 か ？
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三納代地区遺跡群全景（西上空から）
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城ノ下遺跡全景（西上空から）

調査区全景（耕作土除去時）
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調査区全景（遺物検出時）
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石器・弥生中期土器片
（数字は実測図に同じ）



弥生中期・後期土器
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第Ⅳ章　柳原遺跡の調査

第1節　調査の概要

1　調査の経過

柳原遺跡は、児湯郡新富町大字三納代字柳原に所在する。洪積台地を開析して東流する鬼付女

川下流域は、小規模な扇状地形が発達している。調査地周辺は、氾濫浸食等により低地と微高地

が不規則に入り組み、また、基盤層である宮崎層群の軟質岩盤層が地下で堤状にうねり、そこに

洪水堆積層が不整合に見られる。

調査地周辺は、昭和初期に耕地整理が行われており、調査は現耕作土及び水田基盤層までを重

機により除去した後、下流側からI～Ⅵ区とし精査を行った（第11図）。

調査は平成3年4月16日から7月31日まで行った。調査区は湿地である上に、雨期の長雨と周

囲の水田から流れ込む水で幾度となく水没冠水した。

Ⅱ区では地表下約1mで川砂の散布が見られ、その中に30個体以上の土器の集積が見られた。

その他各層からランダムに土師器、須恵器、陶磁器、古銭等が出土している。Ⅲ区では表土中か

ら石庖丁の破片1点が出土した。Ⅵ区では7条の溝状遺構が検出された。4号溝からは7個体の

土器がまとまって出土した。

2　層序

遺跡周辺の基盤層は堤状にうねっており、地点毎に異なった層序が不整合に見られる。基本的

には、砂、シルトが厚く堆積し部分的に泥炭が発達している。第12図の土層は、低地であるI区

北壁と微高地となっているⅢ区横深掘トレンチで観察した。

第2節　ノ調査の結果

1　遺構

・Ⅱ区土器集中区（第13、14図）

Ⅱ区では、表土以下各層において陶磁器片等の遺物がランダムに出土した。地表下約1mで層

厚約10cmの泥炭層が見られ、その層下に粗い川砂が見られた。掘り拡げると4mx7mの範囲

で砂に埋められた土器群が検出された。賓・壷・鉢が30個体以上見られ、一点のみ高塀の脚が見

られた。川砂の散布状況から、川岸あるいは中洲に一括して置かれた祭祀的性格を持っ土器群で

はないかと思われる。洪水砂によって埋められ、その後周辺が湿地となり泥炭層が形成されたも

のと思われる。
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第11図　周辺地形図　（1／1，600）
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工　　　耕作土

Ⅱ　　　砂・シルト　　灰黄色

Ⅲ　　　新燃岳灰白色軽石

Ⅳ－1　秒・シルト　　淡赤橙色

Ⅳ－2　秒・シルト　　明褐色

Ⅳ－3　秒・シルト　　青灰色

Ⅴ－1　シルト　　淡褐灰色

Ⅴ－2　シルト　　淡黄灰色

Ⅵ－1　秒　　黄灰色

Ⅵ－2　秒　青灰色・淡褐灰色

Ⅶ　　　泥炭　　赤黒色

Ⅶ　　　砂　　黒褐色

Ⅸ　　　入戸火砕硫（シラス） 灰白色

1　　　耕作土

2　　　シルト　　灰黄色　　　　　　　　2501

3　　　泥炭　　暗青灰色

4　　　秒・シルト　　淡赤橙色

5　　　秒　　灰黄色

6　　　秒・シルト　　明褐色

7　　　秒　　淡褐灰色・淡黄灰色・青灰色

8　　　泥炭　　赤黒色

9　　　人戸火砕硫（シラス）　　灰白色

10　　　秒　　黒褐色

第12図　基本土層柱状模式図

－27－

2

7

8



・Ⅵ区溝状遺構（第20図）

Ⅵ区では、現耕作土を取り除いた地表下約30cmで7条の溝状遺構が検出された。1号溝は最

大幅130cm、最大探25cmである。2～7号溝は切り合いが見られ、2号→4号→5号→6号→3

号・7号の順である。2号溝は最大幅100cm、最大探25cmで、ほぼ直角に曲がっている。3号溝

と7号溝の上部は同一の埋土であり、同時あるいはかなり近接した時期のものと思われる。3号

溝は最大幅95cm、最大深30cm、7号溝は最大幅520cm，最大深35cmで、中央部に最大幅170cm、

最大深15cmの落ち込みが見られる。4号溝は5号・6号溝に切られており、その間の約1mの

範囲に7個体の土器がまとまって出土した（第21図）。土器については後述するが、出土状況は

一括性の高いものであるものの土器自体には若干の時期差が見られる。最大幅45cm、最大探45c

mである。5号溝は最大幅70cm、最大深30cmで3・6号溝に切られ4号溝を切る。西側は6号

第13図　Ⅱ区平面図　（1／400）
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第15図　Ⅱ区出土遺物実測図（1）（1／4）
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第16図　Ⅱ区出土遺物実測図（2）
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第17図　Ⅱ区出土遺物実測図（3）（1／4）

溝と重なるためか流路は明確でない。6号溝は最大幅110cm、最大深60cm、で2・4・5号溝を

切る。溝底のレベルからみた流路方向は第20図に示した通りで、現在の地形に合っている。

2　遺物

・Ⅱ区出土の遺物（第15～18図）

Ⅱ区では、土器集中区およびその上層から弥生土器、須恵器、土錘、陶磁器、磨石、古銭が出

土している。

1～25は土器集中区に見られたものである。1～12は整形土器である。1、2、4は頸部の屈

曲が強く「く」字形となり、口縁部径と胴部最大径がほぼ同じである。これらに対し3、5～7

は屈曲が緩やかで、口縁部が外反しながら延び、口縁部径が最大径となる。口縁端部は、4のみ

がやや凹み、3、6は丸く、他は平らになでている。底部は平底で、器面調整は縦・斜めのパケ

である。13～20は壷形土器である。13はタマネギ形の胴部に円盤状の底部を持っ。口縁端部は斜

めに仕上げている。器面は斜めのパケの後、底部付近に一部ミガキが見られる。14は複合口縁壷

で、直線的に延びる口縁部に断面三角形の短い拡張部が付く。器面は風化が著しく、僅かに内面

に指頭痕が残る。19は、へラ状工具で斜めの刻みを交差させた幅広の貼付突帯を持っ。底部は判

明するものは全て平底である。21、22は鉢である。21は円盤状の底部で平底、22は上げ底である。

23、24は小型の聾の底部と思われる。共に若干の上げ底で外器面に指頭痕を残す。25は高塀の脚

部で、上下とも粘土の継ぎ目で剥離している。器面は風化剥離が著しく、大きく開く脚裾部が付

くと思われる。以上の土器群は、若干の時期差は認められるものの出土状態を考慮すると弥生時

代終末にまとめられよう。

26～42は表土およびその下層からローリングを受けた状態で出土したものである。26は甑の牛

角状突手である。接着部の撫で付けが粗い。27、28は土錘である。28は径3．5cmと大型のもので、

表面に指の押圧痕が残る。29は須恵器の杯である。全体を丁寧なナデ調整で仕上げる。高台は外

に広がり端部はやや斜め上に張り出す。畳付に重ね焼きの別個体の粘土が付着している。30～37

は青磁である。30、31はへラ措の蓮弁文が見られる。全体に厚く施和している。32は灰白色の胎

－32－
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第18図　Ⅱ区出土遺物実測図（4）（26～41→1／3、42→1／1）
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第19図　Ⅲ区出土遺物実測図（43～45→1／3、46→1／2）

土に施和し、買入が見られる。33は口縁を内側に折り返し成形している。灰褐色の胎土に淡緑色

の和を施す。34は端反りの碗で、連続的な箆削りで面取りされている。35、36は稜花皿で、35の

内面にへラ措文が見られる。39は染付皿で、見込みに圏線と草花文、底部は碁笥底で蛇の目粕剥

ぎが見られる。40は染付皿で玉取獅子文が見られる。41は尾鈴山系酸性岩の磨石で、一部に敲打

痕が見られる。42は洪武通賓で、裏面に「鎮」の文字が見られる。

・Ⅲ区出土の遺物（第19図）

Ⅲ区では表土中から土錘2点、磨石・石包丁各1点が出土した。45は尾鈴山系酸性岩である。

46は貢岩で、カマボコ形の背面は丁寧に磨かれ刃部は直線的である。両面から穿孔されている。

・Ⅵ区出土の遺物（第22図）

Ⅵ区では4号溝から弥生土器、表土中から須恵器が出土している。47は賓形土器で、上げ底の

底部は外に張り出す。直線的に立ち上がる胴部は風化気味であるが縦方向のパケ調整である。48、

49は平底の賓形土器で、47に比べ内湾気味に丸みを持っ。50は脚台状の底部を有する。風化が著

しく調整は不明である。51、52は非常に粗いパケ調整である。頸部は横方向のナデ調整である。

53、54は胴部に断面台形の突帯を2条有する壷形土器である。器面を丁寧にナデ、その後突帯の

上下を槙にナデつけている。47～54は4号溝から出土している。溝底にまとまった状態でありそ

の一括性の強い出土状況に反し、個々の土器には時期差（中期末～後期後半）を認めざるを得な

い。

55は須恵器の杯である。回転ナデの後、中央部のみ仕上げのナデ調整が見られる。

第3節　まとめ

柳原遺跡は、鬼付女川左岸の低地に立地する。当初は水田遺構の検出が予想されたが、調査の

結果、調査地内において水田遺構の検出は見られなかった。自然科学分析でも、少量のプラント

－34－



第20図　Ⅵ区遺構分布図（1／100）
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第21図　Vt区S E－4土器出土状況図（1／30）

オパールが検出されたものの、継続的な水田耕作を認める結果は得られなかった。

遺跡周辺の基盤層である宮崎層群の軟岩層は、幾重にも堤状にうねっており、地下水をダム状

に堰き止めている。また、蛇行する鬼付女川は古くより洪水を繰り返し、そのたびに流路を変え

たものと思われる。調査地内の数カ所で川砂の充満した落ち込みなどが確認され、また基本層序

にのらない独立した土塊（洪水の際に流されてきたと思われる。プラントオパールを多少含む。）

も見られた。このように水の管理が難しい場所では、小規模で短期的な稲作は行われたとしても、

継続的な水田経営は困難であったと思われる。現在の鬼付女川の流路に固定したのは、基盤層ま

でを掘削した近世以降である。しかし、Ⅱ区で検出された集中した土器群は、周囲に川砂が散布

していたことから川岸あるいは中洲での祭祀を思わせるものであったし、表土中からの出土では

あるがⅢ区では石庖丁が見られた。また、Ⅵ区で検出された溝状遺構は、4号溝以外には遺物が

見られず時期を決めかねるものの水路と考えられ、付近での稲作の存在を物語っているようであ

る。

柳原遺跡から上流に約1．5km離れた風早第I・第Ⅱ遺跡（1）では木製品や県内初の検出となった

「堰」が確認されている。出土土器から弥生終末～古墳前期と考えられる。水田遺構そのものは

検出されていないが、水田耕作に伴う遺跡と考えられている。この遺跡は、段丘面を開析してで

きた小谷の出口にあたり、後背の台地からの伏流水が湧出している。比較的水の確保と管理が容

易な場所であり、そのことが早い段階での水田経営を可能ならしめたものと思われる。

註（1）新富町教育委員会1992「風早第I・第Ⅱ遺跡」『三納代・潜水地区遺跡』
新富町文化財調査報告書第14集

－37－
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柳原遺跡遺物観察表・弥生土器

遺物

番号
出土地点 器種 ・部位

法量 （cm） 調整 ・手法 ほか 色　　 調
胎 土 の 特 徴

口径 底径 器高 外　　 面 内　　 面 外　 面 内　 面

1 Ⅱ　 区 嚢・口縁～胴部 2 3．8 － － 横 ナデ、縦 ・斜パ ケ目 横ナデ、斜パケ目 灰 白 灰 白 2 mm以下の茶・褐色砂粒

2 ／′ ′′　●　　　　　　′′ 17．9 － － ナデ、縦 ・斜パ ケ目 横 ・斜パケ 目 灰 白 灰 白 6 mm以下の白・灰色の砂粒

3 〝 ／′　●　　　　　　′′ 15．0 － － ナデ、風化気味 ナデ 浅黄橙
にぷい橙

浅黄橙 粒

4 ′′ ′′　●　　　　　　′′ 2 6．3 － － ナデ、口唇部がやや凹む 斜 パケ目 灰 白 灰 白 1．5mm～5 mmの砂粒

5 ／′ ′′　●　　　　　　′′ 18．7 － － 風化著 しい 風化著 しい 浅黄橙
灰自 浅黄栓 5 mm以下 の砂粒

6 ′′ ′′　●　　　　　　〝 15．0 － －
風化著 しい 風化著 しい 浅黄橙 浅黄檀

粒

7 ′′ 〝・　　 頚部 － － － ナデ、パケ目 パケ目 灰 白 灰 白 4 mm以下 の砂粒

8 ′′ 〝・頸～底部 － 3．5 － 斜パケ 目 斜 パケ目 灰 白 灰 白 3 ～ 5 mmの白灰色砂粒

9 〝 ′′　●　　　　　　′′ － － － 縦 ・斜パケ目 指おさえ、斜パケ目 灰白 褐灰 3 mm以下の砂粒

10 ′′ 〝・胴～底部 － 4．3 － 斜パ ケ目 斜 パケ目 灰白 灰 白 4 mm以下の砂粒

11 ′′ ′′　●　　　　　　′′ － 5．0 － 風化著 しい ナデ 灰白 灰 5 m 以下の自灰色砂粒

12 ′′ ′′　●　　　　　　′′ － 4．2 － 風化著 しい 風化著 しい 浅黄橙 灰 4 mm以下の砂粒

13 〝 壷 ・完形 14．0 4．6 16．6 ミガキ、風化著 しい 斜パケ臥　ミガキ 淡黄 褐灰 2 mm以下の白・灰色砂粒

14 ′′ 〝・口縁～胴部 16．0 － － ナデ、風化気味 指おさえ、ナデ 浅黄橙 灰 白 1～3 mmの白・茶色砂粒

15 ′′ 〝・口縁～頚部 11．5 － － 斜パ ケ目 風化著 しい 淡黄 淡黄 1 mm程の金色に光る砂粒

16 ′′ 〝・ 頸～底部 － 4．9 － 斜パケ目、へラ状工具の刺突 指おさえ、指ナデ 灰白 明黄褐 4 mm以下の砂粒

17 ′′ 〝　●　　　　　　′′ － 4．9 － 斜パ ケ目、指頭痕 指おさえ、掛斜パケ 灰白 灰 白 2 mm以下の砂粒

18 ′／ ′′　●　　　　　　′′ － 3．8 － 斜パケ目、指おさえ、風化気味 指ナデ、斜パケ目 浅黄橙 浅黄橙 2 mm以下の砂粒

19 ′′ 〝・　　 頚部 － － － ナデ、幅 2 cmの貼付突帯幽 風化著 しい 灰白 灰 白 2 mm以下の透明の砂粒

20 ′′ 〝・　　 底部 － 3．1 － ナデ ナデ 灰白 灰 白 1 mm程の透明の砂粒

21 ／′ 鉢 ・口縁 ～底部 12．9 4 ．1 10 ．2 パ ケ目、風化気 味 槙 ・斜パ ケ目 灰白 灰 白 3m m以下 の砂粒

22 〝 ／′　●　　　　　　′′ 12．0 3．9 1 1．2 ナデ ナデ 灰白 灰 白 1mm程の透明で光る砂粒

23 ′′ ・　　 底部 － 4．1 － 指 おさえ、ナデ ナデ 浅黄橙 浅黄橙 5 mm以下の砂粒

24 ′′ 〝　●　　　　　　′′ － 4．5 － 指 おさえ、ナデ ナデ 灰白 浅黄橙 3 mm以下の灰白色砂粒

25 ′′ 高塀 ・脚部 － － － 風化著 しい 風化著 しい 灰白 灰 白 4 mm以下の砂粒

47 Ⅵ区－S E 4 蛮 ・胴 ～底部 － 6．9 － 斜パ ケ目、底外部 ナデ ナデ・風化気味 淡黄 にぷい橙 4 mm以下の砂粒

48 ′′ ／′　●　　　　　　′′ － 6．0 － 斜パ ケ目 横パケ目、風化気味 浅黄橙 浅黄オ登
暗灰 4 mm以下の砂粒

49 ′′ ′′　●　　　　　　′′ － 6．7 － 風化著 しい 風化著 しい 浅黄橙
暗灰 灰 5 mm以下の砂粒

50 〝 ′′　●　　　　　　′′ － 7．5 － 風化著 しい 風化著 しい 明褐 明赤褐 4 mm程の学L白色の石粒

51 ′′ 〝・頸～胴部 － － － 粗 い斜パ ケ目、ナデ ナデ 橙 橙 1 ～ 4 mmの砂粒

52 ′′ ′′・　 胴部 － － － 粗 い斜パ ケ目 ナデ 橙 橙 1 ～ 4 mmの砂粒

53 ′／ 壷 ・　　 ′′ － － － ナデ、貼付突帯 ナデ 浅黄橙 褐灰 1 mm程の黒 く光 る砂粒

54 ′′ ′′．●　　　　　〝 － － －
ナデ、貼付突帯 ナデ 浅黄橙 褐灰 1 mm程の黒 く光 る砂粒

柳原遺跡遺物観察表・須恵器・青磁・染付

遣物

番号
種　 別 器　 種

出　 土

地　 点

法　　　 量
形 態 ・ 文 様 ・ 調 整　 等

色　　　 調
備　 考

口 径 底 径 器 高 外　 面 内　 面

29 須 恵器 杯 Ⅱ区 － 8 ．1 － ナ デ 、畳 付 に重 ね 焼 き痕 灰 白 灰 白

30 青 磁 碗 Ⅱ区 1 5 ．0 － － 買 入、 へ ラ描 蓮 弁 文 オ リー ブ灰 灰 白 中 国 産

3 1 青 磁 碗 Ⅱ区 － － － 買 入、 へ ラ描 蓮 弁 文 オ リー ブ灰 オ リー ブ灰 中 国 産

32 青 磁 碗 Ⅱ区 1 2 ．6 － － 買 入 オ リー ブ灰 灰 白 中 国 産

3 3 青 磁 碗 Ⅱ区 9 ．6 － － 買 入 、 口縁 折 り返 し 明緑 灰 灰 中 国 産

34 青 磁 碗 Ⅱ区 1 2 ．4 － － 買 入、 端 反 り、 へ ラ削 りに よ る面 取 り 明緑 灰 明緑 灰 中 国 産

3 5 青 磁 皿 Ⅱ区 － － － 稜 花皿 、 内面 にへ ラ措 文 緑 灰 緑 灰 中 国 産

3 6 青 磁 皿 Ⅱ区 1 2 ．0 － － 稜 花皿 、 買 入 明緑 灰 灰 白 中 国 産

3 7 青 磁 皿 Ⅱ区 8 ．4 － － 買 入 明緑 灰 灰 白 中 国 産

3 8 染 付 碗 Ⅱ区 12 ．0 － － 口縁 内 部 に 圏線 、 外 面 草 花文 灰 自 灰 白

3 9 染 付 皿 Ⅱ区 11 ．8 4 ．2 3 ．1 口縁内部に圏線、見込みに圏線と花丈碁笥底、蛇の目柚はぎ 明 緑 灰 明緑 灰

4 0 染 付 皿 Ⅱ区 － 6 ．2 － 玉 取 獅 子文 、 畳 付 及 高 台 内 露胎 灰 白 明 緑灰

5 5 須 恵 器 杯 Ⅵ 区 9 ．1 － － ナデ 、 底部 中央 に仕 上 げ ナ デ 灰 白 灰 白
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Ⅵ区4号溝土器出土状況
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第Ⅴ章　志戸平遺跡の調査

第1節　遺跡の立地

遺跡は鬼付女川右岸の沖積地に立地する。この右岸一帯は昭和9年に小規模ながら区画整理事

業が実施されている。しかし、今回河川改修と並行して実施された三納代地区県営農村基盤総合

整備パイロット事業による大規模な造成で旧地形は殆ど失われてしまった。このほ場整備に伴い

調査された志戸平遺跡（一次）、風早第I遺跡、同第Ⅱ遺跡の概要報告書によると、当遺跡の

「周囲は鬼付女川の氾濫浸食等により、島状の微高地形を形成して」おり、また、「西側の湧水

部分より細かい数段の段丘を小さく開析しながら数条の小谷」が形成されていたという。今回の

二次調査では、3月の小雨季と重なったためトレンチ壁面の崩壊により一部層序の記録が不能と

なってしまったが、流木や木の葉など炭化した植物を多く含む黒紫色の土の上に今回基盤層とし

たⅧ層が微高地状に堆積し、北側の現河川部分の方へ傾斜している様子が観察できた。

註1）「三納代・溜水地区遺跡」『新富町文化財調査報告書』第14集1992年新富町教育委員会

第2節　調査の概要（第23図）

調査は寺田橋から南下する農道を境にしてA～Cの3区に分け、一次調査のB区で検出された

溝状遺構の延長部が確認される可能性の高いA区から始めた。B区については試掘坑を入れて土

層の確認をした結果、調査からは除外した。A区では溝を検出したが、流路や深さが一定せず自

然流路的であった。遺物はこの溝の流れ込む谷の部分に多く見られた。なお、C区ではこの溝の

延長部分を確認したが、調査の後半が雨にたたられたため、溝の輪郭を記録したのみに終わった。

今回の二次調査の発掘面積は約1，300I運である。

第3節　調査の結果

1　層序（第24図）

A区の南東壁の層序を図化した。前述のとおり、炭化した植物を含む黒紫色土の上に白っぽい

明褐色土（Ⅷ層）が堆積し、ここの基盤層となっている。この層は起点から13mを過ぎたあたり

から急に傾斜している。このⅧ層の上部に小皿片（第26図19）が出土したⅥ層やⅦ層などの中世

までに堆積したと考えられる層があり、その上に洪水砂層と思われるⅤ層、さらに18世紀初頭頃

の新燃岳スコリアと思われる灰色の軽石が混じるⅣ・Ⅳ〝　層と酸化鉄の多い層が互層をなし、

ⅡA・IIA〝層と併せて恐らく近世～昭和初期までの層が堆積、そしてA～Cの昭和9年のは場

整備による客土と考えられる撹乱土を挟んでI・I′・I′a及びIA・IA′　の現在までの各層

が観察できる。
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第23図　志戸平遺跡二次調査区位置図
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2　遺構と遺物

溝（第25図）

哩土にはC区のⅧ層上層で見られる黒褐色砂質土が残存し、東側は下部にグライ化した土の

堆積した谷地形へと続いている。流路は幅や深さが定形化したものではなく、南端部の東へ流

れる流路にいたっては行き止まりとなる。なお、この溝の北側にある東西方向に長い3基の長

方形状の落ち込みは、埋土が昭和9年の客土と同じもので比較的最近の遺構と考えられる。

遺物（第26図）

弥生時代～中世までの幅広い時期の遺物が、主として谷地形部分で出土している。1～2は

刻目突帯下に縦方向のパケ目痕が見られる下城式土器の葉形土器片と思われるもの、3は2条

の突帯を有するものでともに弥生時代の土器片である。淡黄～黄橙色を呈する。4は粘板岩製

の石庖丁で、図の右側中央と左側中央、同下部の3カ所に擦切の挟りが見られる。最大長6．75

cm、最大幅4．0cm、厚さ7．5mm、重さ28g。5は打欠石錘で、最大長・幅ともに4．4cm、厚さ

1．05cm、重さ32g。6は推定口径14．1cm、同底径4．2cm、器高8．1cmの鉢形土器、7は赤色顔

料痕の残る小型磨研の脚台付鉢形土器である。ともに溝出土で磨耗著しく、古墳時代の土師器

であろう。8は大型の土錘と思われるもので、推定内径は1．6～2．2cmである。9～13は古墳時

代の須恵器で、9は推定受部径11．9cm、推定口径約10．0cmの杯身、10は短頸壷の口縁部片、11

は推定径13．5cmの脚裾部片である。12は外面カキ目、13は外面格子目タタキ、内面はともに

同心円紋タタキが見られる休部片である。いずれも灰色を呈する。14は溝の南側のⅧ層上面出

土の碧玉製管玉で、現存長1．9cm、外径9mm、内径1～2mmである。15は土師器の杯蓋と思わ

れるが、磨耗している。橙色である。16は須恵質の杯の口縁部片、17は自然和の見られる須恵

質の壷の口縁部片である。ともに灰色を呈する。古代のものと思われる。18は溝出土の糸切底

の小皿で、いびっだが完形である。口径8．2cm、底径7．0cm、器高1．5cm。19はへラ切底の小皿

片で、推定底径5．8cm。ともに磨耗著しく、淡赤橙及び浅黄橙色を呈する。20は見込みに印花

紋のある青磁の碗で、買入が見られ畳付は露胎である。推定底径6．6cm。21は推定口径16．2cm

の青磁碗口縁部片である。買入が見られる。これら18～21は中世の遺物である。

第4節　まとめ

今回の調査では、遺物量は比較的あったもののいずれも著しく磨耗しており、本来の集落は調

査地からはやや離れていたと考えられる。これらの遺物の中では小皿片など土師質の中世の遺物

が多く見られる。また、検出された溝は、一次調査の溝状遺構に比べると流路や深さが一定せず、

しかも東側の現河川の方へ流れているなど雨水等の自然流路的なものと考えられる状況である。

このような立地の場所で碧玉製管玉が出土したのは不可解で今後解明すべき課題である。
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第25図　志戸平遺跡（二次）　溝及び遺物分布状況平面図 ー49′～50－
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第26図　志戸平遺跡（二次）出土遺物実測図・拓影（1／3）
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B区2～3
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志戸平遺跡（二次）溝完掘状況（東から）
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付篇　　　　新富町、三納代地区遺跡群柳原遺跡
における自然科学分析調査

古　環　境　研　究　所

（〒331埼玉県大宮市土屋1795－24）

I．柳原遺跡のテフラ検出分析

1．はじめに

鬼付女川の谷底平野内に形成された河岸段丘面上に位置する柳原遺跡の発掘調査では、良好な

沖積層の地質断面が作成された。ここでは、これらの断面について地層の観察を行い地質層序を

記載した。さらに断面から採取された土壌試料についてテフラ検出分析を行って、すでに噴出年

代が明らかにされている示標テフラを検出し、地層の堆積年代に関する資料を得ることを試みた。

2．地質層序

柳原遺跡は、鬼付女川の左岸に位置している。遺跡が広がる河岸段丘面は、高度の異なる低位

と高位の2面から構成されている。低位の段丘面を構成する地層の断面を図1および図2に、ま

た高位の段丘面を構成する地層の断面を図3に示す。以下、地形ごとに地質層序を記載する。

（1）低位段丘面（第1地点・第2地点）

断面の最下部には、層理の発達した2次堆積の白色ガラス質砂層を切って、層厚20cm以

上の砂層が認められる。この砂層にも、層理がよく発達している。後述するように、上位の

段丘構成層の下位にも層理の発達した2次堆積のガラス質砂層が認められることから、この

地層は、低位および高位の段丘構成層の基盤と考えることができる。水流によって運搬され

堆積した砂層が、低位の段丘を構成する地層と考えられる。

砂層の上位には、砂まじりの黒灰色泥炭層をはさんで上位に砂層、砂質シルト層、シルト

質砂層などの堆積が認められる。これら水成堆積の地層の上位には、厚さ4cmの暗灰色の

軽石の純層がのる。

（2）高位段丘面（第3地点）

深掘トレンチの断面では、層厚1捕cmの厚い砂層が認められた。本層には、層理が顕著に

発達している。砂層の上位にも成層した砂質シルト層など水成堆積層が認められる。これら

の地層は、層理の発達した2次堆積のガラス質砂層を整合に覆う泥炭層を不整合に覆ってい

ることから、高位の段丘を構成する地層と考えることができる。

3．テフラ検出分析

（1）目的

最近行われた宮崎平野南部のテフラ層序学的調査では、1471～1476（文明3～8）年に
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桜島火山から噴出した桜島一文明軽石（Sz－Ⅲ，町田ほか、1984）、また1716～1717（享保

元～2）年に霧島火山群新燃岳から噴出した霧島一新燃岳軽石（SMP，井ノ上，1988）の2

層の歴史時代のテフラが検出された（古環境研究所、未公表資料）。このことから、今回の

調査の前の段階から本遺跡でもテフラが検出される可能性が考えられていた。そこでテフ

ラを検出するため、また検出されたテフラの特徴を詳しく記載するため柳原遺跡でも分析

を行うことにした。

（2）方法

分析は、次の手順で行われた。

1）試料15gを秤量。2）超音波洗浄装置により、泥分を除去。3）80℃で恒温乾燥。4）

実体顕微鏡下で観察。

（3）結果

第1地点：分析結果を、表1に示す。肉眼で認められたテフラ（試料番号1）には、最

大径6mmの灰色軽石や褐色軽石が多く含まれている。また最大径3mmの暗灰色石質

岩片も認められる。このテフラを仮に「柳原テフラ」と呼ぶことにする。試料番号5

には、白色軽石がごく少量認められるものの、繊維束状に発泡した光沢のある軽石で、

約2．1－2．2万年前に姶良カルデラから噴出した大戸火砕流堆積物に由来する可能性が大

きいと考えられる。

試料番号1を除くいずれの試料にも、多くの火山ガラスが認められた。火山ガラス

には、平板状のいわゆるバブル型が多い。ガラスの色調は透明で、褐色のものも少量

含まれている。試料番号1以外に、顕著なテフラの降灰層準は認められない。

第2地点：本地点の試料の層位は、第1地点の下位にあたる。その分析結果を、表2に

示す。ここでは、試料番号1～7のいずれの試料にも軽石が含まれている。しかし、

いずれの軽石も細粒で、繊維束状に発泡した光沢のあるものが多い。このことから、

これらの軽石も大戸火砕流堆積物に由来する可能性が大きいと考えられる。

いずれの試料にも比較的多くの火山ガラスが認められる。火山ガラスには、平板状

のいわゆるバブル型が多い。ガラスの色調は透明で、褐色のものも少量含まれている。

とくに試料番号16には、多くの火山ガラスが含まれているものの層理が発達すること

から1次堆積のテフラとは考えられない。本試料に含まれる火山ガラスも、平板状の

いわゆるバブル型が多い。またガラスの色調は透明で、褐色のものも少量含まれてい

る。これらのことから、この地層は2次堆積の大戸火砕流堆積物と考えられる。

第3地点：分析結果を、表3に示す。ここでは、試料2および試料3に褐色軽石や灰色

軽石が比較的多く含まれている。軽石の最大径は、3mmである。その特徴から、本

－54－



軽石は柳原テフラに由来すると考えられる。

いずれの試料にも火山ガラスが認められる。火山ガラスには、平板状のいわゆるバ

ブル型が多い。ガラスの色調は透明で、褐色のものも少量含まれている。しかし、火

山ガラス質テフラの降灰層準を認定するほどの試料はない。

4．考察一示標テフラとの対比

「柳原テフラ」は、（1）灰色軽石や褐色軽石に富むこと、また（2）下位より近世の遣物が

検出されていることなどから、1716～1717（享保元～2）年に霧島火山群新燃岳から噴出した霧

島一新燃岳軽石（SMP）と考えられる。したがって低位段丘の最終的な離水年代は、1716年以

前と考えることができる。高位段丘の離水も1716年以前で、低位段丘の離水年代よりも潮ると推

定される。なお高位段丘構成層の堆積開始年代については、高位段丘構成層下位の泥炭層に関す

る14C年代を参考にしたい。

5．まとめ

野外観察およびテフラ検出分析の結果、低位段丘構成層の上位に江戸時代に霧島火山から噴出

した霧島一新燃岳軽石（SMP）が検出された。低位段丘の形成年代はSMPの堆積年代（1716～1

717年）よりも古いことになる。また、SMPが検出されたことにより、新富町周辺においても歴

史時代の編年学的研究に火山灰編年学が有効になることが明らかになった。

従来宮崎平野において火山灰編年学的手法は、後期更新世の段丘編年に用いられることが多かっ

た。したがってテフラも、後期更新世に噴出したテフラの存在はよく知られているものの（End

o，1968，星埜，1971，長岡，1984など）、縄文時代以降とくに鬼界アカホヤ火山灰の上位のテフ

ラの存在についてはあまり知られていない。都城盆地周辺には縄文時代以降に霧島火山から噴出

した多くのテフラが分布しており、さらに桜島火山から噴出したテフラの分布も明らかになって

きた。これらのテフラが、今後宮崎平野中部で確認される可能性もある。今回の成果は、今後の

縄文時代以降宮崎平野中部の編年学的研究に一つの重要な手がかりを与えるものと思われる。
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表1　柳原遺跡第1地点のテフラ検出分析結果

火山ガラス

且　　　　色調　　　最大後日　　　且　　　　形態　　　色調

1

3

5

7

9

ー「十　一「」　灰，掲　　　　　6

＋　　　　　　・l　卜　　　bw＞pm　　透lリj＞褐1　　　　1－　t bw＞pm　　透明＞褐

一トート　　　bw＞pm　　透明＞褐

1‥ト　　　bw＞pm　　透lリj＞褐

表2　柳原遺跡第2地点のテフラ検出分析結果

火山ガラス

形態　　　　色調

1

3

5

7

9

11

13

15

16

十

一l

＋1

－1

白

に1

自

白

1

1

3

1

十一「　　　bw＞pnl　　透lリj＞掲

l一ト　　　bw＞pl11　透lリj＞褐

＋＋　　　bw＞pnl　　透明＞褐

1－卜　　　bw＞pnl　　透明＞掲

Il bw＞I川　　透明＞初

ト」　　　bw＞plu　　透明＞褐

十一ト　　　bw＞pm　　透明＞褐

ト＋　　　bw＞pm　　透りj＞褐

＋＋＋　　bw＞pnl　透明＞褐

柳原遺跡第3地点のテフラ検出分析結果

火山ガラス

色調　　　　最大径Il　　　最　　　　形態　　　　色調

2

4

6

8

10

12

14

16

18

20

22

＋＋　　　　褐，灰　　　　　2

＋＋　　　　禍，灰　　　　3

＋　　　　　bw＞pm　　透明＞褐

－ト　　　　　bw＞pm　　透Iリj＞褐

十十　　　bw＞pm　　透明＞褐

＋＋　　　bw＞pm　　透明＞褐

＋＋　　　bw＞pm　　透明＞褐

－ト＋　　　bw＞pm　　透明＞褐

1－＋　　　bw＞pm　　透Iリj＞褐

十一ト　　　bl・＞pm　　透明＞褐

－Il bw＞pm　　透明＞褐

ト＋　　　bw＞pnl　　透明＞褐

＋　　　　　bw＞pm　　透明＞褐

＊1：単位は、mm、＋＋＋＋：とくに多い、＋＋＋：多い、＋＋：中程度、＋：

少ない、－：認められない、bw：バブル型、Pm：軽石型．
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柳原テフラ：

霧島一新燃岳軽石（SMP）

10　過構確認面

＝・三二二

図1　三納代地区退跡群柳原遺跡第1地点の地質層序

数字は，テフラ検出の試料番号

1追捕確認面

［∃泥炭

＝

図2　三納代地区遺跡群柳原遺跡第2地点の地質層序

数字は、テフラ検出の試料番号
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1

柳原テフラ：

霧島一新燃岳軽石（SMP）

5
砂

［≡］泥炭

［司材

＝ 火山ガラス

E］軽石

図3　三納代地区遺跡群柳原遺跡第3地点の地質層序

数字は、テフラ検出の試料番号
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Ⅱ．放射性炭素年代測定結果　　　　　　　　　　　，

柳原遺跡の試料について年代測定を行った。その結果を次表に示す。なお、年代値は1950年よ

りの年数（B．P．）である。

年代値の算出には14Cの半減期としてLIBBYの半減期5570年を使用している。また、付記した

誤差はβ線の計数値の標準偏差cTにもとづいて算出した年数で、標準偏差（ONE SIGMA）に相

当する年代である。また、試料のβ線計数率と自然計数率の差が2α以下のときは、3αに相当

する年代を下限の年代値（B．P．）として表示してある。また、試料のβ線計数率と現在の標準炭

素（MODERN STANDARD CARBON）についての計数率との差が2g以下のときは、Moder

nと表示し、∂14C％を付記してある。

柳原遺跡出土試料の放射性炭素年代測定結果

試料No．　　出土地点　　　　種類　　　　　　　　年代値　　　　　　コードNo．

No．1　　　第2地点

No．2　　　　第3地点

No．3　　　　第3地点

No．4　　　　第3地点

泥炭　　　3950±80（1640B．C．）　GaK－15741

泥炭　　　4080±80（2130B．C．）　GaK－15741

泥炭　　　3890±100（1940B．C．）　GaK－15741

木片　　　6040±100（4090B．C．）　GaKT15741

Ⅱ．柳原遺跡の花粉化石

1．試料および分析方法

花粉分析を行った試料は、第2地点（試料No．4－1、5－1、5－3、5－5の4点）およ

び第3地点（試料No．13－1、14－1、14－3の3点）から採取された。各試料の土層記載を以

下に示す。

第2地点：試料No．4－1は灰色砂質シルトで一部暗灰色粘土質シルトを含んでいる。No．5－

1は黒褐色砂質粘土で、細かな植物遺体を少量含んでいる。No．5－3は黒色砂質粘土で細かな

植物遺体をNo．5－1より多く含んでいる。No．5－5は黒灰色砂質シルト～粘土で、細かな植

物遺体を多く含んでいる。

第3地点：試料No．13－1は黒色の植物遺体密集層で、大・小の植物遺体を多量に、砂分を少

量含んでいる。試料No．14－1は黒色砂混じり泥炭質泥で、細かな植物遺体を少量含んでいる。

試料No．14－3も黒色砂混じり泥炭質泥で、細かな植物遺体を多く含んでいる。

なおこれら2地点より4点のC14年代が得られており、これによると第2地点の最上部（試料

No．4－1）以外は縄文時代中期～後期と考えられる。これら7試料について次のような手順に
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したがって花粉分析を行った。

試料（湿重約1g）を遠沈管にとり、10％水酸化カリウム溶液を加え20分間湯煎する。水洗後0．

5mm目の節にて植物遺体などを取り除き、傾斜法を用いて粗粒砂分を除去する。次に46％フッ

化水素酸溶液を加え30分間放置する。水洗後、酢酸処理、続いてアセトリシス処理（無水酢酸9：

1濃硫酸の割合の混酸を加え3分間湯煎）を行う。水洗後、残漆にグリセリンを滴下し保存用と

した。検鏡はこれら残漆より適宜プレパラートを作成して行い、その際サフラニンにて染色を施

した。

2．分析結果

検出された花粉・胞子の分類群数は第2地点が樹木花粉49、草本花粉25、形態分類で示したシ

ダ植物胞子2の計76、第3地点が樹木花粉35、草本花粉17、形態分類で示したシダ植物胞子2の

計54であった。これら花粉・胞子の一覧を表1（第2地点）、表2（第3地点）に、また主要な

花粉・胞子の分布を図1（第2地点）、図2（第3地点）に示した。なお分布図における樹木花

粉は樹木花粉総数を基数に、草本花粉・シダ植物胞子は全花粉胞子総数を基数にして百分率で示

してある。ハイフンで結んだ分類群はそれら分類群間の区別が困難なものを示し、クワ科・バラ

科・マメ科の花粉は樹木起源と草本起源のものとがあるが、それをれに分けることが困難なため

便宜的に草本花粉に一括していれてある。

（1）第2地点

樹木花粉の占める割合が最上位を除いて高く、その中ではシイノキ属－マテバシイ属が

下位よりしだいに増加し、最上位では50％近くに達している。これとは反対にコナラ属ア

カガシ亜属は最下部において37％の出現率を示しているが上位に向かいしだいに減少して

いる。同様の傾向がバンノキ属やコナラ属コナラ亜属にみられる。草本類ではイネ科が40

％近くの出現率を示し最上位で急増しているのが特徴的である。同試料よりヒルムシロ属

やオモダカ属、キカシグサ属も検出されている。その他ではヨモギ属が試料No．5－1、5－

3において10％を超えて出現しているほかはいずれも低率である。

（2）第3地点

第2地点とは反対に最下部を除いて樹木花粉が高い割合で占めており、その中ではシイ

ノキ属－マテバシイ属が40％前後、アカガシ亜属が35％前後と高い出現率を示している。

その他ではコナラ亜属が10％前後、バンノキ属が最下部を除いて10％弱検出されている。

草本類ではヨモギ属が最下部で25％と草本類では最も高い出現率を示しているが、その上

位では急減している。同様の傾向がイネ科などにもみられる。

3．柳原遺跡の古植生

花粉分析を行った試料のうちC14年代から第2地点の試料No．4－1以外は縄文時代中期～後
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期と考えられる。全体を通してシイノキ属－マテバシイ属やアカガシ亜属が高率で出現しており、

これらを主体とした照葉樹林が遺跡の周辺に成立していたと思われる。これらの他にシキミ属や

モチノキ属、ツバキ属なども照葉樹林の主構成種として生育していたのであろう。またコナラ亜

属も10宛前後出現しており、クマシデ属－アサダ属などとともに落莫広葉樹林も一部に成立して

いたと思われる。当遺跡においては針葉樹類の出現率が低く、せいぜい2～3％である。宮崎平

野の大淀川下流域において行われた花粉分析結果では（外山1982）、最温暖期（約6000年前）

以降モミ属やマキ属などの針葉樹林と、常緑広葉樹林が混交する林相になり、その後スギ属やマ

ツ属複維管束亜属（いわゆるニヨウマツ類）が増加している。当遺跡ではこの針葉樹類の花粉は

僅かに検出されただけであり、またシイノキ属－マテバシイ属やアカガシ亜属の花粉は時折花粉

塊でみられ、このことはシイノキ属などの花粉は非常に現地性が高いことを示していると考えら

れる。したがって当柳原遺跡周辺ではこれら常緑広葉樹類が多く生育していたと思われる。長崎

県多良見町の伊木力遺跡では縄文海進の最盛期あたりにおいて木本花粉の高率出現やアカガシ亜

属などの優占などから自然度の高い照葉樹林が成立していたと考えられている（辻1990）。ま

た当遺跡第3地点の下部においてはイネ科やヨモギ属などの草本類の占める割合が高く、堆積物

（泥炭質）をも考えあわせて、それらが生育するような湿地的な部分も存在していたと思われる。

その後草本類の減少と対応するようにバンノキ属花粉が増加しており、湿地的な部分にバンノキ

属が進入したと思われる。以上のことから縄文時代中期～後期頃の柳原遺跡周辺ではシイノキ属－

マテバシイ属やアカガシ亜属を主体とした照葉樹林が成立しており、一部落葉広葉樹林がみられ、

針葉樹類は僅かに存在していたにすぎなかったのであろう。また湿地的な部分においてはイネ科

やヨモギ属などの草本類からバンノキ属が次第に分布を拡大したと恩われる。

大淀川では上部においてニヨウマツ類やイネ科、ソバ属などの人間活動と密接にかかわった植

生が出現している（外山1982）。当遺跡では第2地点の最上部においてイネ科が急増しており、

後述するがこれは水田稲作による可能性も考えられる。また同試料においてニヨウマツ類が増加

する傾向がみられ、これらのことからこのころより当遺跡周辺において人間活動が活発化したと

思われるが、時代については不明である。

4．柳原遺跡の稲作について

第2地点の試料4－1においてイネ科花粉が急増しており、水田雑草として普通にみられるヒ

ルムシロ属やオモダカ属、キカシグサ属などが産出している。以上のことから同層準で水田稲作

が行われていたことも考えられる。

引用文献
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表1　柳原遺跡第2地点の産出花粉化石一覧表

和名 学名

4－1　5－1　5－3　5－5

樹木

マキ属
モミ属

ツガ属
マツ属禎維管束亜属

マツ属（不明）
コウヤマキ属
スギ属

イチイ科－イヌがヤ科－ヒノキ科
ヤナギ属

ヤマモモ属
クルミ属

クマシデ属－アサダ属
カバノキ属
バンノキ属
ブナ属

コナラ属コナラ亜属
コナラ属アカがシ亜属
クリ属

シイノキ属－マテバシイ属
ニレ属－ケヤキ属

エノキ属－ムクノキ属
ヤドリギ属
シキミ属

フウ属
サクラ属近似穏

サンシヨウ属
キバグ属
センダン属

ユズリハ属
アカメがシワ属

モチノキ属
ニシキギ科
カエデ属

ムクロジ属近似穏
ブドウ属
シナノキ属

マタクビ属近．似租
ツパキ属

サカキ属－ヒサカキ属近似種
グミ属
ウコギ科

ミズキ属
ツツジ科

ハイノキ属
エゴノキ属

イポタノキ属
トネリコ属

ムうサキシキプ属
ガマズミ属
スイカズラ属

．●一一一一°°一一．一一－一一一－一一．．．・一一一一一一．．一一．－．．－－．．－．．．－－．．■t一

草本
ガマ属
ヒルムシロ属
オモダカ属
イネ科
カヤツリグサ科
ユリ科
クワ科
ギシギシ属

PodoeaJpUg
AbJeg

ml脚
PJ月U古．Subgen．βJpJoズyJo月
旦お礼は（Unknown）
geJadqpJけg
CJツp亡α刀81．Ja

T．－　C．

gaJJ∬

均′rica

J呼ja月g

C乱叩甘別路　－0g亡Jγa
βe亡山a

Aお礼ば

ねguS

（拍eJ’CUS．Subgen．エepjdohHa別路

釦erCUS．Subgen，q′C OぬJa月OpgJ
G曳ざね月ea

Caの剖呵弾力「一掬胱m血

の爪US　－　geJと0Va

CeJHs－A油3月a月蝕e

yJgcI〟が

Jjjicjl上の

上J9UJ血わeJ・

Cf．PnのⅡは

ね刀川0ズyjum

劫ej ode月droJJ

〟bJja

伽p加Jp力yjjl滞

船Jjo亡ug

∫JeJ

Celastraceae

Acer

er．血pim血相
のHs

r上目b

Cr．Acと1月JdJa

CameJJJa

cf・CJeyera一飢∫ya

gJaeag月U古

Araliaeeae

Cor月US

Ericaceae

身J呼joc。J
g亡yrag

上Jguβ上川相

加∬上月Ug

Caの元町関

り如けm湖

上0月jcera

l一一l t一一．－．－．－．一一．一一一一．－．一．一一．一一一．一一．一一．－．－．細－．－．一．－1．

7：岬厄

Poね爪qgef0月

血g良ねrja

Gramineae

Cyperaceae

Llliaceae

Horaceae

月山のeJ

1　　　　　　　　　1

1　　1

3　　1　　1　　1

3　　1　　2　　1

2

3　　　4　　　　　　1

1　　1　　1　　1

2　　　2　　　2　　　2

1

1　　2　　　5　　1

2　　　　　　1

1　　2　　　3　　　4

2

11　23　15　　25

1　　　3

9　　23　　25　　29

59　　57　　81　97

2　　　2　　1　　3

122　105　126　　86

1　1　　2　　1

1　1　1　1

1

1

1

1

1　　　　　　1

1　　1

2　　1　　1

1　　1　　1

1　　1　　1

1　　1　　3

1

1　　1

1　　1　　1

1　　1

1

1

1　　　　　　1

1

1　　1

1　　1　　1

1　　1　　2

1　　1

1

1　　1

2　　1

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1　　3　　1

7

4

237　　40　　31

18　　　9　　　6

2　　1

3　　1

1

1　　1　　1

1

1

1　　　　　　2

2

1　　2　　1

1

5　　21　13

1

1

4　　　6　　　2

1　　　　　　1

1

1　　1

26　　41　41

8　　　6　　　3

9　　1　　1

－－t．．－－・－－－．．．一一．・．一．－．l tl．

16　　　6　13

11　　1　　3

－－t．－－．．．．－－－－－．－．．．－．

244　242　283

336　133　105

27　　　7　16

607　382　409

57　　34　　25

13

1

1

1

3

9

1

6

1

サナエタデ節－ウナギツカミ節Polygommsect．persicaria－Echin。Caul。n
アカサ科－ヒユ科
カラマツソウ属
他のキンポウゲ科
アプラナ科
バラ科
ノアズキ属
他のマメ科
キカシグサ属
アリノトウグサ属
セリ科
シソ科
ナス属
オミナエシ属
ヨモギ属
他のキク亜科
タンポポ亜科

シダ植物
単発型胞子
三条型胞子

樹木花粉
革本花粉
シダ植物胞子
花粉・胞子総数

不明花粉

Chenopodiacea．e－Ama，ranthaceae

majJc亡rl〟方

Other RanunculaCeae

Crueirerae

Rosaceae

β打力わ乱白油

Other Leguminosae

月0亡aja

胞JoJ．agJg
Umbelllrerae

Lablatae

goj8m〟打

ね亡ri仇k

Arね肌はね

Other Tubullflorae

Llguliflorae
－．h－t■t．t－．－．－．－．－．一一一．．一．－．－．一一．－．－．一一．一・一．一・一一一．一一t－111－1－

Honolete BpOre

Trilete SpOre
●°■t■°■l－．t一一．－．－．一一一．一一．－．一一．一一．一一一．－．一．一一一一一t■

Arboreal pollen

Nonarboreal pollen

SporeS

Total PollenとSpores

Unknown pollen

1

3

272

36

4

312

35

T・－C・はTaxaceae－Cephalota・XaCeae－Cupresaceaeを示す

－62－



表2　柳原遺跡第3地点の産出花粉化石一覧表

和名 学名
13－114－114－3

樹木

マキ属
モミ属
ツガ属
マツ属禎維管束亜属
マツ属（不明）
コウヤマキ属
スギ属
イチイ科－イヌがヤ科－ヒノキ科
ヤナギ属
ヤマモモ属
クルミ属
クマシデ属－アサダ属
カバノキ属
バンノキ属
ブナ属
コ▲ナう属コナラ亜属
コナラ属アカガシ亜属
クリ属
シイノキ属－マテバシイ属
ニレ属－ケヤキ属
エノキ属－ムクノキ属
シキミ属
センダン属
ユズリハ属
アカメガシワ属
モチノキ属
カエデ属

ムクロジ属近似種
ブドウ属
ツバキ属
グミ属
ツツジ科
ハイノキ属
上ゴノキ属
イポタノキ属
ムラサキシキプ属

Podoea押US
Aわjeg

rg聯
Pi月US Subgen．融p oズγ0月

PjmS（Unknown）

gcjad呼のyg

C丹pt0爪eria
T．－　C．

血jjズ

抑rjca

J堵ja月が

由Jpユ別路一一仇沌q旭
βetuJa

Aお肌ば

ねgUg

釦ercuSlSubgen．エ甲Jd（油aJ3月Ug

釦eJ．cUg Subgen．q′cjoとはja月qPSJg
Cagね月ea

Cagね月qPgjが　一九ga月ia
の爪US　－　Zejよ0閥

CeJHg一朝油8月a月亡加
JjjjcJu仰

〟bjja

伽p如上〆机汀皿
胞jjo負は

Jjeg

Acer

cf．坤1月dug
yi亡jg

伽ejjja
gjaeag刀US

Erlcaeeae

蜘jocoS
Jtyrag

エjgug亡rlm

Cajjjc乱持場

1

1

3

2

1

2

1

2

1

28

25

116

4

128

1

3

1

1

2

4

2

1

3

1

1

1

1

1

1

1

2

1

2

2

1

5

1

5

19

3

21

73

1

86

2

4

2

1

1

1

1

4

15

75

99

2

1

1

2

2

1

1

一一－．－一一．一一一－一一一一－－－一一－－，－－－－一一一一－－．－－一一一一一一一一一一一一－一一－－一一一一．一－－－一一一一一一一－一一一－一一一一一一車●－，一一

草本
ガマ属
イネ科
カヤツリグサ科

サナエタデ節－ウナギツカ
カラマツソウ属
他のキンポウゲ科
バラ科
マメ科
ミソハギ属
セ

シ

リ科
ソ科

オミナエシ属
ヨモギ属
佃のキク亜科
タンポポ亜科

73や加

Gramineae

CyperaceaLe

Liliaceae

Horaeeae

節　Polygonum sect．persicaria－Echinocaulon
maJ太豆月皿

Other Ranunculaceae

Rosaceae

hegumlnosae

エア抽rⅡ仰

Umbelllferae

Labiatae

ねfr上月Ja

Arとe爪jSja

Other Tubuliflorae

Llgulirlorae

2

1

5

1

3

1

18　　59

4　　　9

1

3

1

1　　　5

2

1

14　　　2

1

2　　23

1

2

42　107

2

2

シダ植物

望裏芸監　　　　　豊霊eS言霊e　　　　　‡告2
－．．－－－－－－－－－－－－一一一－一一－－－一一－－一一－－－一一一一一一一－一一一－－一一－－－－－一一－一一一一－－一一一一－－－一一一－－－－－－一一●－－－－

窯蓋茜喜讐完敗　iiiiii：：崇ニes　：ii：iHii
不明花粉　　　　　　　　　　　　　Unknown pollen　　　　　　　　　　　18　46　52

T・－C・はTaxaceae－Cephalotaxaceae－Cupresaceaeを示す
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図版I　柳原遺跡の花粉化石

1：ヤマモモ属　　　　　　　　　No．5－1

2：コナラ属アカガシ亜属　　　　No．5－5

3：シイノヰ属－マテバシイ属　　目0．5－3

4：アカメガシワ属　　　　　　　No．5－1
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図版Ⅱ　柳原遺跡の花粉化石

5：シキミ属　　　No．5－3

6：ユズリハ属　　No．5－3

7：モチノキ属　　No．5－5

8：ハイノキ属　　No．5－1
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図版Ⅲ　柳原遺跡の花粉化石

9：ムラサキシキブ属　　目0．4－1

10：オモダカ属　　　　　No．4－1

11：アブラナ科　　　　　目0．4－1
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Ⅳ．柳原遺跡における植物珪酸体（プラントオパール）分析

1．はじめに

三納代地区遺跡群では、発掘調査に先立ってポーリング試料による植物珪酸体（プラント・オ

パール）分析調査が行われ、柳原遺跡付近では地下約1．0～1．5m深前後に水田跡が埋蔵されてい

る可能性が示唆されていた。今回の調査では、発掘調査に伴って掘削されたトレンチ断面等から

試料を採取し、水田跡の確認や探査を行うとともに、遺跡周辺の植生変遷および古環境の推定を

試みた。

2．試料

調査地点は、M地点と第1地点、第2地点、第3地点などである。試料は、現表土から泥炭層

までの各層について、容量50CⅡデの採土管およびポリ袋等を用いて採取した。

3．分析法

植物珪酸体の抽出と定量は、「プラント・オパール定量分析法（藤原，1976）」をもとに、次の

手順で行った。

（1）試料土の絶乾（105℃・24時間），仮比重測定。（2）試料土約1gを秤量，ガラスビーズ添

加（直径約40〟m，約0．02g）。※電子分析天秤により1万分の1gの精度で秤量。（3）電気炉灰

化法による脱有機物処理。（4）超音波による分散（300W・42KHz・10分間）。（5）沈底法によ

る微粒子（20〝m以下）除去，乾燥。（6）封入剤（オイキット）中に分散、プレパラート作成。

（7）検鏡・計数。

同定は、機動細胞珪酸体に由来する植物珪酸体（プラント・オパール）をおもな対象とし、40

0倍の偏光顕微鏡下で行った。計数は、ガラスビーズ個数が400以上になるまで行った。これはほ

ぼプレパラート1枚分の精査に相当する。試料1gあたりのガラスビーズ個数に、計数された植

物珪酸体とガラスビーズ個数の比率をかけて、試料1g中の植物珪酸体個数を求めた。

また、この値に試料の仮比重と各植物の換算係数（機動細胞珪酸体1個あたりの植物体乾重，

単位：10‾5g）をかけて、単位面積で層厚1cmあたりの植物体生産量を算出した。換算係数は、

イネは赤米，ヨシ属はヨシ，タケ亜科はゴキダケ，ウシクサ族はススキの値を用いた。その値は、

それぞれ2．94（種実重は1．03），6．31，0．48，1．24である（杉山・藤原，1987：杉山，1987）。

4．分析結果

分析試料から検出された植物珪酸体の分類群は次のとおりである。イネ，ヨシ属，ウシクサ族

（ススキ属やチガヤ属などが含まれる），ジュズダマ属，タケ亜科のAlaタイプ（ネザサ節など），

Blタイプ（クマザサ属など），B2タイプ（メダケ属など），その他，給源不明のAタイプ（キビ

族類似），Bタイプ（ウシクサ族類似），Cタイプ（ウシクサ族類似，大型），表皮毛起源，茎部

起源，棒状珪酸体，その他（未分類），樹木起源Aタイプ（ブナ科－シイノキ属），Bタイプ（マ
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ンサク科－イスノキ属？），Cタイプ（広葉樹），その他である。このうち、タケ亜科の細分は杉

山（1987）によった。巻末に各分類群の顕微鏡写真を示す。以上の分類群について定量を行い、

その結果を表1～表3および図1～図3に示した。

なお、M地点と第1地点、第2地点の一部については、稲作跡の検証および探査が主目的であ

るため、同定および定量はイネ，ヨシ属，タケ亜科，ウシクサ族（ススキやチガヤなどが含まれ

る），キビ族（ヒ工などが含まれる）の主要な5分類群に限定した。

5．柳原遺跡の稲作について

水田跡（稲作跡）の検証や探査を行う場合、一般にイネの植物珪酸体が試料1gあたりおよそ5，

000個以上と高い密度で検出された場合に、そこで稲作が行われていた可能性が高いと判断して

いる。また、その層に植物珪酸体密度のピークが認められれば、上層から後代のものが混入した

危険性は考えにくくなり、その層で稲作が行われていた可能性はより確実なものとなる。以上の

判断基準にもとづいて、各地点ごとに稲作の可能性について検討を行った。

まず、調査区南東部に掘削された排水トレンチ内のM地点について、予察的な分析を行った。

その結果、地下約150cm深の6層（暗灰色粘質土）および約180cm深の8層（黒褐色粘質土）で

イネの植物珪酸体が検出された。植物珪酸体密度は、前者で800個／／g、後者で1，900個／gと比較

的低い値である。しかし、それぞれ直上層（砂層）ではまったく検出されていないことから、上

層から後代のものが混入した危険性は考えにくい。なお、当地点は鬼付女川に接近しており、旧

地形は川に向かってしだいに傾斜している。これらのことから、6層および8層の時期にはおそ

らく当地点の近辺で稲作が行われており、そこから当地点に植物珪酸体が混入したものと推定さ

れる。次に、この結果をもとに第1～第3地点について検討を行った。

第1地点（調査区北東部）では、試料1－1から試料7－3について分析を行った。その結果、

これらのすべてからイネの植物珪酸体が検出された。このうち、試料1－1（現耕作土）と1－

3では密度が1，800～2，400個／gと比較的高い値であるが、これは比較的最近の水田耕作に由来

するものと考えられる。霧島一新燃岳軽石（SMP）前後の試料2，3，4および試料6では、

密度が3，000～4，000個／g前後と比較的高い値である。したがって、これらの層準で稲作が行わ

れていた可能性が考えられる。その他の試料では密度が2，000個／g未満と比較的低い値であるこ

とから、稲作の可能性は考えられるものの、上層などからの混入の危険性も否定できない。

第2地点（調査区東部）の層位は、第1地点の下位にあたる。ここでは試料1から試料7につ

いて分析を行った。その結果、遺構確認面の試料1および試料4－1（暗灰色粘質土）からイネ

の植物珪酸体が検出された。密度は1，000個／gおよび2，100個／gと比較的低い値であるが、それ

ぞれ直上を砂層で覆われていることから、上層から後代のものが混入した危険性は考えにくい。

したがって、これらの層準で稲作が行われていた可能性が考えられる。なお、試料4－1の層準

では花粉分析の結果からも水田稲作の可能性が認められている。
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第3地点（調査区西部）では、試料1から試料15について分析を行った。その結果、試料1，

3，4，6からイネの植物珪酸体が検出された。このうち、試料1（現耕作土）では密度が9，30

0個／gと非常に高い値であるが、これは比較的最近の水田耕作に由来するものと考えられる。試

料4では密度が2，900個／gと比較的高い値であり、明瞭などークが認められた。したがって、同

層準で稲作が行われていた可能性は高いと考えられる。試料3と試料6では密度が1，400個／gお

よび600個／gと比較的低い値であるが、それぞれ直上層ではまったく検出されないことから、上

層から後代のものが混入した危険性は考えにくい。したがって、これらの層準でも稲作が行われ

ていた可能性が考えられる。

2区では、発掘調査によって地下約80cm深の土層から水路状の遺構が検出されていた。これ

らの遺構周辺の土壌について定性分析を行ったところ、いずれの試料からもイネの植物珪酸体が

検出された。したがって、これらの遺構の近辺で稲作が行われていた可能性が考えられる。

6．遺跡周辺の古植生および古環境の推定

柳原遺跡では、地下約1．0～2．0m深前後に砂質の泥炭層の分布が見られた。この泥炭層はC14

年代から約4，000年前に形成されたものと考えられる。ここでは、同泥炭層の堆積当時から現在

までの植生変遷と古環境について検討を行った。

第1地点・第2地点では、現表土から泥炭層までの各層準について分析を行った。その結果、

泥炭層の下部ではタケ亜科Alaタイプ（ネザサ節など）が比較的多く検出され、タケ亜科Blタイ

プ（クマザサ属など）や棒状珪酸体なども見られた。また、シイノキ属やイスノキ属？などの照

葉樹起源の植物珪酸体も検出された。泥炭層の上部（試料5－1）ではヨシ属が急激に増加し、

圧倒的に卓越している。また、同層準ではイスノキ属？が増加しており、ウシクサ族（ススキ属

など）やジュズダマ属なども見られた。泥炭層より上位層ではヨシ属は急激に減少し、それに伴っ

てタケ亜科（おもにネザサ節など）がしだいに増加して、現表土までほぼ継続して比較的多く見

られた。また、ウシクサ族（ススキ属など）も多少の増減はあるものの比較的多く見られた。な

お、前述のように泥炭層直上の暗灰色粘質土（試料4－1）ではイネが出現し、現表土までおお

むね継続して検出されている。

第3地点では、現表土から泥炭層の下位層までの各層準について分析を行った。その結果、約

6，000年前と考えられる泥炭層下位の砂層（試料15）では植物珪酸体はまったく検出されなかっ

た。約4，000年前と考えられる泥炭層下部ではヨシ属が圧倒的に卓越しており、タケ亜科Alaタ

イプ（ネザサ節など）や同Blタイプ（クマザサ属など）、ウシクサ族（ススキ属など）なども見

られた。泥炭層上部ではヨシ属は急激に減少しており、その他の分類群も全体的に減少している。

泥炭層よりも上位層では、各分類群とも全体的に比較的少量であるが、試料3～4ではウシク

サ族（ススキ属など）の増加が認められた。なお、前述のように試料6ではイネが出現し、現表

土までおおむね継続して検出されている。
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7．まとめ

以上の結果から、これらの地点周辺は約4，000年前と考えられる泥炭層の堆積当時は、おおむ

ねヨシ属などが繁茂する湿地帯であったものと推定される。また、遺跡周辺の台地部などではシ

イノキ属やイスノキ属？などの照葉樹林が広がっていたものと考えられ、その縁辺部などではネ

ザサ節やススキ属なども成育していたものと推定される。

その後、第2地点では試料4－1（約100cm深）の時期にヨシ原を開墾して稲作が開始された

ものと考えられ、また第3地点でも試料6（約100cm深）の時期には稲作が開始されたものと推

定される。なお、この時期の遺跡周辺は湿地的な状況ではなく、比較的乾燥した土壌条件であっ

たものと考えられる。その後、稲作は洪水等によって数回中断されたものと考えられるが、すぐ

に再開され、おおむね継続して行われて現在に至ったものと推定される。
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表1新富町、三納代地区遺跡群柳原遺跡における植物珪酸体（プラント・オパーノり分析結果

分　　 顆　　 群

第 2 地 点

（単 位 ： × 1 0 0 個 ／g ）

第 3 地 点

4 －1　　 5 －1　　 5 －3　　 5 －5 1　　　 3　　　 4　　　 6　 1 3 －1 1 4 －1 1 4 －3　　 1 5

イ　 ネ 科

イ　 ネ 2 2 9 3　　　 1 5　　　 2 9　　　　 7

ヨ　 シ 属 2 2　　　 8 1 7　　　 7　　　 7　　　　　　　 8 8　　　 6 9

ウ シ ク サ 族 （ススキ屑 な ど ） 1 5　　　　 7　　　 2 5 5 7　　 2 0 8　　 9 5　　 2 7　　 1 4　　 2 2　　 8 1

平 子 ＿ズ ダ マ 属

タ ケ 亜 科

7 7

∧1 a タイプ （ネ ザ サ 節 な ど ） 8 7　　 1 0 3　　　 5 1　 1 8 1 1 1 5　 1 4 1　　 5 1　　 2 7　　 9 9　 1 6 2　 1 1 2

B l タイプ （ク ヽ ザ サ 屑 な ど ） 7　　　　 7　　　 1 9　　　　 6 2 1　　　 2 2　　　 1 9
B 2 タイプ （メ　 ダ ケ 厚「な ど ） 2 5 4 5　　　 7　　　 2 0　　　 4 3　　　 3 7　　　 8 7

そ の 他

不 明 等

1 0 9　 1 7 6　 1 3 3　 1 4 2 1 2 亭　 1 0 4　　 9 5　　 年1　 寧1　 2 5 0　 1 ？4　　 8

A タイプ （キ ビ 族 類 似 ） 7　　　　 7 7　　　 1 5　　　 3 1
B タイプ （ウ　 シ ク サ 族 類 似 ） 7 3　　　 6 6　　 12 0　　　 3 2 6 5　　 8 9　　　 5 1　　 8 1　　 2 8　 1 4 7　　 2 2 5

C タイプ （B タイ7 °の 大 型 ） 6 7　　 1 5　　 1 5　　　　　　　　　　 1 5　　　 6

表 皮 毛 起 源 7　　　 1 5　　　　 6 3 6　　 1 5　　　 7　　　 7　　　　　　 1 5　　　 2 5

茎 部 起 源 5 1　　 1 5　　　 1 9 7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 2 2

棒 状 珪 酸 体 2 4 7　　 2 7 9　　 2 4 0 ．　 －　9 7 1 6 5　　 3 2 0　　 3 3 5　　 9 4　　　 7 1　 2 9 4　　 4 8 7

号 ．？ 他

樹 木 起 源

1 1 6　 1 7 6　　 3 8　 1．1 年 1 甲　 2 0 1　 2 9 4　 1亨．1　 6 4　　 甲　　 墾

A タイプ （ブ ナ 科 －シイノキ属 ） 2 5　　　 1 3 7
B タイプ （マンサタ科 －イスノキ屑 ？） 5 1　 1 0 3　　　 5 7　　 1 3 7

C タイプ （広 葉 樹 ）
7　　　　 7

そ ‥甲 他 7　　　　 6 14
（海 綿 骨 針 ）．． 2 9　　 ・・2 2　　 1 3 1 5　　　 7　　　　　　　 7　　 3 7　　　 3 1

種 ．物　 珪　 酸 輝　 総　 数 8 1 4　 °1 04 9　　 7 7 1　 6 0 1 7 6 7　 1 1 6 8　　 8 9 5　　 4 7 1　 3 9 8　 1 1 9 2　 1 4 3 0　　　 8
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表2　新富町、三納代地区遺跡群柳原遺跡におけるプラント・オパール分析結果

N0．1地点

試料名 深さ　層厚　　仮比重
Cm Crll

イ　ネ　（籾総塁）　　ヨシ属　　タケ亜科　ウシクサ族
個／g t／10a　　　個／g　　　個／g　　　個／g

1－1

1－3

2

3

4

5

6

7－1

7－3

N0．2地点

試料名

0　　　25

25　　　25

50　　　　8

58　　　　2

60　　　　6

66　　　　8

74　　　　8

82　　13

95　　10

1．30　　　1，800　　　5．92

1．30　　　4，200　　1∴3．91

1．30　　　3，900　　　4．12

1＿．30　　　3，500　　　0．93

1．30　　　2，800　　　2．22

1．30　　　1，800　　1．．90

1．36　　　2，700　　　2．97

1．30　　　1，800　　　3．08

1．30　　　　　900　　　1．13

深さ　層厚　　仮比重
Cm CIll

イ　ネ　（籾総見）
欄／g t／1．Oa

900　　41，700　　　7，500

0　　48，800　　　3，300

0　　24，700　　　　　900

1，700　　27，600　　　　　800

0　　35，500

900　　12，700

0　　25．800

0　　32，100

0　　　20．200

4，800

900

10，100

3，700

900

ヨシ屈　　クケ亜科　ウシクサ族

憫／g　　　欄／g　　　　個／g

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

3

4－1

4－2

5－1

5－3

5－5

N0．3地点

試料名

70　　10　　　1∴30

80　　10　　　1∴30

90　　　5　　　1．30

95　　　8　　　1．31．

103　　　7　　　1．30

110　　20　　　0．70

130　　20　　　0．70

150　　　　　　　　0．70

深さ　層厚　　仮比重
CrTI Crn

1，000　　　1∴34

0　　　　0．00

0　　　0．00

2．100　　　2．22

0　　　　0．00

0　　　　0．00

0　　　　0．00

0

イ　ネ　（籾総塁）
個／g t／10a

0　　22，700

900　　18．500

0　　11，200

2，100　　　8，700

0　　10，000

8，000　　1．0，200

0　　　　5．000

7，200

10，200

4，600

1，400

5，300

700

2．500

0　　18，100　　　　　　　0

ヨシ属　　タケ亜科　ウシクサ族
個／g　　　個／g　　　　個／g

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13－1

14－1

14－2

15

0　　　60

60　　　　6

66　　　　9

75　　　25

100　　　　5

105　　15

120　　10

130　　　30

160　　　8

168　　　42

210　　　6

216　　　22

238　　　22

260　　10

270　　10

280

1∴30　　　9，300　　74．16
1．30

1．35

1．30

1．30

1．30

1．30

1．30

1．30

1．30

1．30

1．30

1．10

1．00

1．00

ユ．00

目地点

試料名．　深さ　屈厚　仮比重
Cm cm

0　　　　0．00

1，400　　　1．67

2，900　　　9．53

0　　　　0．00

600　　　1．08

0　　　0．00

0　　　　0．00

0　　　0．00

0　　　0．00

0　　　0．00

0　　　　0．00

0　　　　0．00

0　　　　0．00

0　　　0．00

0

0　　11．400

0　　　7，900

700　　14．100

700　　　5，000

0　　　8，200

600　　　2，600

0　　10，900

0　　　7，300

0　　　5，100

0　　　3，500

0　　22，300

800　　　5，200

0　　　9．900

8，800　　16，100

6，800　11，200

0　　　　　　　0

孟′吾（盟莞　詣票　夕謡雲l

5，700

2，400

20，800

9，400

2．700

2，600

2，900

1，300

600

0

700

0

1，400

2，200

8，100

0

ウシクサ族
個／g

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

1

2

3

4

5

6－1

6－2

7

8－1

8－2

120　10　　1．00　　　　　0　　0．00

130　　6　　1．00　　　　　0　　0．00

136　　5　　1．00　　　　　0　　0．00

141　　7　　1．00　　　　　0　　0．00

148　　2　　1．00　　　　　0　　0．00

150　13　　1．00　　　　800　　1．07

163　14　　1．00　　　　　0　　0．00

177　　3　　1．00　　　　　0　　0．00

180　10　　1．00　　1，900　　1．96

190　10　　1．00　　1，500　　1．55

73

0　16．900　　　　　　0

0　　40，300　　　　900

0　　　9，200　　　2，000

0　　28，200　　　　　　0

0　　35，200　　　　　　0

0　　69，200　　1，700

0　　28，200　　　　　　0

0　　　9，100　　　　800

0　　44，900　　5，900
700　14，200　　　　700

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0



表3　三納代地区遺跡群、柳原遺跡におけるおもな植物の推定生産量

No．1地点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：kg／m2・cm）

試料名　　　　イネ　（籾総量）　　ヨシ属　　　タケ亜科　　ウシクサ族
kg／m2　　　　　　　　（汁－サ節など）（ススキ属など）

1－1

1－3

2

3

4

5

6

7－1

7－2

0．68

1．59

1．47

1．32

1．06

0．68

1．06

0．68

0．32

5．92

13．91

4．12

0．93

2．22

1．90

2．97

3．08

1．18

2．60

3．04

1，54

1．72

2．21

0．79

1．68

2．00

1．26

1．20

0．52

0．14

0．12

0．77

0．14

1．69

0．60

0．14

No．2地点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：kg／m2・cm）

試料名　　　　イネ　（籾総量）　　ヨシ属　　　タケ亜科　　ウシクサ族
kg／m2　　　　　　　　（汀－サ節など）（ススキ属など）

1

2

3

4－1

4－2

5－1

5－3

5－5

0．38　　　　1．34

0．79　　　　2．22

0．76

1．87

3．88

1．42

1．15

0．70

0．54

0．62

0．34

0．17

0．60

1．15

1．64

0．73

0．22

0．84

0．05

0．21

No．3地点　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：kg／m2・cm）

試料名　　　　イネ　（籾総量）　　ヨシ属　　　タケ亜科　　ウシクサ族
kg／m2　　　　　　　　（汀．サ節など）（ススキ属など）

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13－1

14－1

14－2

15

3．53　　　　74．16

1．67　　　　　　0．62

9．53　　　　　　0．62

1．08　　　　　　0．49

0．71

0．49

0．91

0．31

0．51

0．16

0．68

0．45

0．32

0．22

1．39

0．32

0．52
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中Q要
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中Q些
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図版1　柳原遺跡から検出された植物珪酸体の顕微鏡写真

1　イネ

2　イネ

3　ヨシ属

4　ウシクサ族（ススキ属など）

5　ジュズダマ属

6　タケ亜科Alaタイプ（ネザサ節など）
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i

図版2　柳原遺跡から検出された植物珪酸体の顕微鏡写真

7　タケ亜科Blタイプ（クマザサ属）

8　タケ亜科B2タイプ（メダケ属など）

9　不明Aタイプ（キビ族類似）

10　不明Bタイプ（ウシクサ族類似）

11不明Cタイプ（ウシクサ族類似、大型）
12　イネ科の茎部起源
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図版3　柳原遺跡から検出された植物珪酸体の顕微鏡写真

13　棒状珪酸体

14　樹木起源A（ブナ科一シイノキ属）

15　樹木起源B（マンサク科イスノキ？）

16　樹木起源B（マンサク科－イスノキ？）

17　樹木起源C（広葉樹）

18　樹木起源（ブナ科？）
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三納代地区遺跡群

城ノ　下遺跡

柳　原　遺　跡

志戸平遺跡（二次）
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